富山県における地主層と他産業との関連 : 明治後期を中心として by 淡路 憲治
、 ，ー、一， ι、 、ー・ 九.：、
r• ・ 4
」 、 ‘ー・’ g
. / ..‘・－ <・． ャー ． 、
・＇＇
J”、






「； -:: . 




,. - J吉正二 －〆7 ・ J宮ド ’‘士．－
， 
e』‘ A、,-i ・- .・ 
~ . ~ 、
、古田 、ーI • • ．，』. -，.’・、 ' . 
R同． ，丸．、. -1-・ 
二六・f)~j~ヒ籾3資 挙r－白o. 5・ －~ '・円千＼ ， ． ： 1，τ 、．イ’，、J · ~こt 一．
- ..ι4 ・． 、.~三＇ .・ー ， 
.・'- . －~ － -・ ＿－...－し，・f〆J
d 、企／ ー ．
_,. ~,r ・1 ’L 下、’ tンし ＼ 1二、 Jヘ－－－~＼~· ~’：ιス I~宮；山，県 ＇｝二ミ今：；け、；右＝ 、『：：：・：－：.；：ト可： ト；：~，－－..＞.＿；凋； 1冷
三－：、：
C『－.－－、.~ ~ .- . :- 't: . "-i ~ ・ ｝‘ て‘・ J
.:.:"? _;. :.-:- . : . ). ，・ ー ‘J － d二、J - ’ ·－~. 
己、 ー ＇＇.~ －｛ ，六、：じて〕－ ←明治後1期を中 J~~ としで／こぞ三、 喝し勺 a 八 ；λ 、i：チくI
. ,_. .、えと ｝：・ ！＇.、；－＇ .-,_ - z：γ 〉人 ・
ょ！：~~～；？々一言 τ；·：·.• . ·~，~ .~：、終 ：路 7〆畿二－込者三~／C：；，、ィーノ： ／~~ •. ,: '( : ~ '・_；＿：：りょ！；~ 
、五円：：
『，－.， .え：．「u‘－. ~ Z‘．片 ゾ～ぞ • • '.;-" 
_:. _ , ・ー1 イ’ －.,-"' 
＼’ A一一’ーよ’：，，L ． ・・1 .. '\• .• . 4λで．：つベ．： － ． ー「，ー－ "'° r .. ・ 『.' ・二喝 . ·~／. 




’－ :. fγ ’／1 ”， .• 
F ・b • • -，， 『、、 ＼•、
江守‘ ・・ ー’F 
、 、．
， 
·~~ ＇ ~ . 
ゾ， ， ’ ~ • ・ ．、 へ ．‘？ 、・’・. . . ＼.’ ． 
--. ..‘ ’＼. - ＇.・ － 一』戸－ f "I ・、4 、、．、申，. . -’・ . ・-－ー・ ， － ・ー ’‘－ .: ．‘ , ’－..ぞ 』E___ v • r .. .. －面 、－ . .・－-~，、．」. ・：－＼‘ F，’ ‘ -• I ‘一 ーーー ・’ . :., -. ；－..斗p f ’・山 7 ・ー ・、司 ' -. ・ 酢 ・ー ー ヂ ‘ ・ー‘ー ’九．、． 、． 白、？，.: .. ,7 －，ニ .  •;."I噌 I .~ ... ・d • • • 、  ・ ． て ，·• r ’ニ：J 、，'r . ．，、～：－－•.• ‘・旬、二～ ～. -！、、一 ー ． マ・． .• :・ .. .ー-
M ，・、句司・， ・．・’“ ・ ．、．γ ・ ・＼ 』・ ， 、一 ，・1、「 ・ーー ’ ＼ー . .··＂~ • -.’ J‘ ~c . .－〆ー -－..』，・ー・・ ：ー！． 司』・臥 斗Jイ、円－~·－ 一 一！ ’」旬、ーへ、＼ ，．、～ ，. · ...ー、 ‘＿－；~・ γ引いご に. -c',.-、 ., －．、－ － 、． コ 〕 e ， ・｛’ ー ・0・． 、ー － -. - ．ー・、‘でー 一ー 、 ・l •:.-.-- ’ 令 、d ． ー」~－...＿＿ ＿ •, J 』ソ・噌 ・〈 ‘”’ 、. .－・ -. . ・.-. 、 J ・
• - ：~. • f『 九二・ー． 介、ベ ・＼べ _,_,. ~： －て・ ’k . ,. ペー’：..－-・ ’ 了
4』 ；～ － 、、 ． 、．ー - _, ・. ’ ぐ 、． . "., J 〆. －・、』竺 , : . ・ヱ〉 <'-・ 
-・_ J 三二ご＼ ・.・－，、’..,! ，－・・’，寸・fヲノ ～．、 . ¥ . ,・ .: ．ず で ：～ 4・－.：－.＇、－ ~ . 
J・・ 1‘ -~、－・、 ～：＇・~. : －.？色 、ι，、 ，． Jく 、 ，、 ・、 ． 町 J L二 ” ． ごザ－ A・旬、．’Y 円 、ふんごー ＼・J 〔 : '..:: ••• , ・-・-・： 1－.一 ， ・ー 、 2・・ ：～＇ _ ., -・,; 
J、．～ 7f.・：: . ・ ）， ，.＂＇・、 ・，：～，＂.～ I .-.・.・・ ．・ でf ・． ・6，・1 てご 「．-. ,. ，.二’ 〈ー 、戸－, ・・「J • 、 、 ．．〆 lιe、、、戸守 、 ... • . －二 『 a ：・。＼ 、－ ' －－・ 4、 ., . －で：.・‘ヤ子 －ー ·~・ 、・、 』、k r. .・ー ・、～目喝 f‘・－ ・!,., .,:・ 、.：・~、 ＼， 、 ,. ‘・e • -・・ ・’・伊 ） ・ .' ，て ;:-－二一門 J ’ ．、． • 、・.，、． aτ」ー’ ． －~ ._. • ' .•• ,. , 一＃ ・ 〉ーで J ‘・ -r . ___ ,. 
ミ . ・::・.. -. .・二、J’• .：＇・ J- -. --. ~：； ・-. -J・＼ ・、’｛ ¥ . ~ ・-- ，＿， に ，＂＂~て
，ー． ~－ . _;.7·~· ．二：.） 、．・＂－.’T 、 目、， ・.~.： ，・ ・ー 二－・＂・－、 4 ’ J・
4 、＿， .ー』’‘． ι ’ d量 ‘－・向 •, . - ．・ 騎・ ’ /" . - . 、・’．・－ . , ・ .、 ， .、－’・‘． 一ー ・h '- , 、一 一・ ． 一 戸し一一 ， 
~ r .’ ．， 二、 ；・．‘一[ ， 
..‘ 、・一．
・-‘ ーー也、て；、二.~；-・x 
? ? ， .ー ‘－ー・ー ・，e会．・－ ． ． 旬、＿. ・4・ー、，
• L・「 ・見、．・ー一 一．‘・．・，～ t .. ・.. ・ー －ー--: ., - _ _. ., . 、 t｝・．・予 ・ ‘ ・ ． ノ，．〆、p ‘・ー・ー ’ ．『ー ャ～ー、 ‘．ド”.＂’‘・、、一’ ・． － s、、‘、． ー－ ．
叫 A -- ' ，－一、 l




る ・ー ，’ 
“；：・；：，＿ ~－－：了二 1 ；ふろ：よ；：邸6年対；Jーーラ」 '・ ，、、 ，．
~ ・－.一・℃， f♂ ‘ ヴ！ ィ； －~ :-:・:.c コ； ’ ・<;- . • －：～r J、， .' .:-.- ご.•·ζψ ・ 、 三ー ( 
_( ＿：~~；：：九三宅勺富山元学北陸経済硬；究所 .＜－~~－ ＇.~~~：＿：＞~i-': : ＇~~ 
/ －ι ’ '.:- ’ ・門’： し







’二〉 マ'---・ . 
・．，． ノ戸、 ‘・，r’〉ー．・ ノ ’・
r ． 
目．－ー-., 『ー、、、，ー ，J．－‘ 一 ．
J ”‘．、．そ．．二．
・r ・ー
、. ( ,. へーらもと（一・？． － 
‘・’、． ・～・4・-- 日司・ '>" < ・．
ー－，－．  . -. ’” r・. ，－‘、
てと ニ・ ・，一 、 ．， 4・・〆一． 一ー『d． 
は し すO{ き
本橋は、北陸農政局計画部計画謀。『「富山平野地区土地改良事業長期綜
合効果調査J（／＿）一環として、なこなわれた実態調査報告である。
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出町は、地理的Kほほ全潟波の中央κ位すゐと ζろにあ D、 この中越銀行の発起人θ大半がまた、
























































第 1 表 鷹植村地主績の推移
一一訪日目 障午
島田事暴Ia五5ド問713・ l吋おμ可苧一竺竺竺竺1 J 一一
｜吉鼠弓濯II 52.0 or114.1' 111ι231吋j山戸 1190.217,17呪9291179.9引問60.
暗：ニtfr4~ .~；；口一一1 耳帯孟：［十1 ト弓二； 
「一錦町：：：r~~：： f ；~ιι~U:lP＝~~~~m 竺堕1土1ーと：Lご1三：：出立U思J貫主ト一一一一一十
｜叶-m~~－；~－·~－ r6閉ざ叫ぶ鴻斡円一中市主再ヰ：市戸中~©立i士一
一品工~-3:~再再司五~二二；！中HI ~ ~－青空 I 1 3山川口！品64 83 5.8111 45.0:0150.81つ話器～~－－－：~：ι；；~ :;1 ; j ~：；＼：：；；山山；：：~~11~~；
3. 0 O' 34.15 3a45 41.211 
?…?38.417 3a417 I 38.415 39. 205 7.01i 10.67 481 33.521 話再2 42. 230 
94.114 ¥ 13t.707j 173.44'7 




0.613 ¥ 292.2021280.8011250.8021232.703 ¥204.303 佐藤防L郎
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第百表 注1. 本壌の文化 5年の分は、腐植村の郷土史家で、『鷹栖村史Jの著者、中関宗平













在 3. 明治25年κついては、 「明治25年中谷荘平じ針長）調書v併割政正根帳J；まり。
N!t栖村l昔、再認波地方の中央部に位置し、庄）Iiを水源とする庄Jii扇状地の左岸中流域vrある。耕地
は約35 0 !lj歩の乾団地骨子であり、戸数は約40 0戸であり、！日藩時代は、革高3,.70 0余石で当
時嬬波郡で並びなき大村であηζ。
鷹栖村の上位土地所有者。推移をしめすのは第1表であるn この第 1表κよれば、文化5年
































































三虐師嘉作の場合も、明治8年の53石（ 5 3反）から明治32年の 13 7反と、一大土地集積を
しているが、虐師は金沢に沿いて米仲買業をしていたζと瓜明治28年度の村会議決蓄にみえて
な砲、 bそらし米仲買業による収入治、，土地集積の資金κな司たものと考えられる。と ζろ刀、
明治 32，年以降は急激に土地を手放・L. 明治32年の 13 7,.反刀、明治 36年には 27反となり、
3 7年氏はq.a 9 a反とほとんど全部の土地を失nている。これは、米相場の失敗κよるのであり、
3 6年κは北海道に移住している。
一司 1 1 』司
3. 中西甚太郎
村会議員〈明治22年5月2白の第 1個以来、第5閉まで連続当選。明治39年五月，1命日辞職〉
I!J1'.支（明治30年5月五自～34年五月 30員、明治 34年 5月 1白～38年4月30β 〉、郡会
議員（明治32年？万 30日～36＇年 9~2.9β 〉
犬矢田郎兵衛と同時期に金沢竹下熟に学ぶ。 β清戦争前後に蚕糸業をなこし’E；失敗。
明治 8年 1 3 0石
明治 32年 6，月 18 4 2.反
明治33年 10月1日 2 8反
明治 3.s年 11月18 a. a o.s反
4. 島田円七
村会議員〈第小田、明治22年5月2日～28年5月1.3凶〉





島田寿吉郎は、村会議員、 J村長、郡会議員を歴任し℃いる村政ο重鎮の一人。 また明治30 
年設立の搭栖銀行発起人の一人。東京ド！＇／. y学校の出身者。
5. 小倉金右ヱ門
村会議員（明治＇ 34年4月30 a～4 0年4月29日、明治40年4月30 1:3～大正2年4月29
向、大正る年4}j 3,. G白～大正 10年4月29白）鷹栖銀行発起人の 1人。
6. 田中次平






代κ鉱山〈医王山〉 κ手を出して失敗い小倉の土地（ 1 0 0石〉は佐藤前九郎剤、田中の土地
( 1 0 0石）は半減したが、ぞれ以後、農地改革まで4～5町歩の規模を持続する。
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壊師孫太郎は議鍋ゐ生善油属議造業をや0 '"(. ;j;• D、村会議決書の営業税の項によれば、明治23年一
8 0銭、明治28年一70銭、をた1¥封告 32年一 70銭の官業税を支払n乞いるととから、 ζれら
の営業による所得によハペE土地所有を拡大したのである＂＇~公．仮は上述のどと〈、 til，柏銀行の発
起人の一人であり、明治31年4月30βから、大正 6年4月3OBまで、連続4期村会議員をつ
とめている。また明治 39年 K初代の設業組合長をや。ている。明治8年一一 25. 8 5石、明治 32
年－ 64.512反。
妙回善蔵は、大工をや司てお.!J ..明治23年度には、大工として 30銭の税金を支払円ている。
彼も局面栖銀行の発起人の一人。明治8年一 30. 1 4石、明治32年一52反。
渡辺栄次郎は、 ~E牧ら米商を営み、営業税として、明治 2 3年－ 1円、明治29年－ 1円とiA? . 
最高クラスの額を封ムnτいる。彼は、明治28年 11月30βκ補欠選挙で村会議員氏当選して




























































明治32年 6月18 8 4反20 2 
明治4.2＆手4月 1.J：ヨ 6t7 &2 1 4 
大正5年 6月.1513・ 19&811 






茂三郎、村会議員（民治 25年4月30白～明治31年 4月29良、明治 31年4月30民～37
年4月29日〉、鳥栖銀行の発起人の一人。長男の正次、村会議員（明治 43年4JB o尚～大正
2年4月29日、大正6年4月30 13～ 1 0年4月29日）
多間家は、村肝煎をしτ¥Aた名門白土地所有規模も、文化5年（ 1.8.08年〕には、 14 1石5
斗で、当時としτは、大矢田郎兵衛の家κ次九第二番目の大地主であのた。ぞれ治、明治 8年－










明治32年 6月 6 9反 10 1 
明治 43年 7月 5 3反 40 0 
大正 13年10月 6 4反 41 3 






土地所有規模の推移は、次のとな !.> 0 
明治32年 6月1白 6 6反 92 8 
明治39年 10月1白 8 9反 11 9 
明治44年 7月1白 8 3反 62 4 
長男範忠は、大正5年、金沢へ移住。
5. 原田与吉
村会議員（明治~ 4年5月10日～25年4月29日、羽治25年4月30日～31年4月 29 
日ハ鳥栖銀行の発起人の一人。
土地所有規模の推移
明43年 7月1日 41反31 7 
大 2年 11月1白 10反42 5 












4 2反 50 1 
4 .2反42 l 
5 0反81 2 
















大正末期 7 1反70 1 
昭和るま手 9 4反 11 4 
昭和 12年 a 3 6反70 7' 
農地改革持 1 7 3反44 7 
砂忠清三大正末掛 4 8反70 7 
昭和品年 l 1 9瓦41 2 






島田寿吉郎大正 ？年 7月15 2 2 9反50 8 
昭和 る年 4月 1 1 8 8反51 5 
倍佐藤助え応大正1.0年 J月 15 2 8 0反 80 Q 
昭和 Z年 7 fl 1 2 5 0反 80 2 




昭和12年 J. 7岳民5) 8 




































昭和 6 年 昭和 11～13年 昭和 19. 2 0年
反 反 反
津田長三郎 171.305 1 0 4.3 1 3 110.014 
津臼泰吾 77.155 77.225 8 2.5 2 6 (11.7.1) 
島崎ニ作 137.022 9 7.3 0宇 '4.5 2 4 
島崎俊一 40.6 1 u 3 8.6 26 27.510 
萩行差扶郎 10.617 9 4.9 2 5 9 8.20 8 
金村甚六 87.514 6 6.2 5'0 84. 90 2 
安元 作右ヱ門 7 4.4 2 4 64.3 2 0 73.7 12 
71.0 1 0 
佐々木仁右エ門 (8.1.10) 7 2.3 1 7 7 4.8 2 6 
福田嘉 作 70.0 1 8 58.9 2る 6 2.1 1 3 
林 仁右エ門 67.115 6 2.32'2 67.116 
官接一審＂＇－）＇（ 5 66.206 5 6.4 1 4 Jる5.00 4 
吉田太平 58.0 2 2 56.8 2 a 5 5.9 0 5 
イ中 西 1恒太郎 55.41 5 52.2 2 9 5 0.1 1 9 
佐々木宿泊i 5虫959 59.01 5 59.618 
遠藤安太郎 54.72 5 50.722 5 4.7 2 5 
道奇数右こE門 50.70 0 4 a6o 1 50.2 2 2 
信己h本主主 色 47.704 42.6 1.4 4 5.52 7 
矢野伝共衛 46.8 0 3 32,9 0 8 33.902 
津田鶴次郎 43.6 1 0 43.21 3 4 4.12 2 
徐長新四郎 36. 50 0 35.828 3 6.1 0 8 
吉臼元吉 39.514 3 4.32 1 3 6.90 1 
西国弥八自己 2 6.7 2 6 29.218 27.510 
新弁政次郎 21.102 40. 96 i 21.1 02 
訟表謙三 17.324 16.2 (]3 17.429 
亀谷栄一 4立923



































反収×石当米価× 10×0. " 2 5 
当時の高岡周辺の反収は 1石 5斗～1石 6斗。石当米価は大島村で2円7.6 2 （『大島村』） p
3 9 9 ）。‘したが司て
地租面積土地面積唱一一一－~ - 一一一
1. 5勾忌？マ× 2,7 6. 2円ι × 1 0× 0. 0 2 5 











村長〈第6期、明治37年 8月25白～ 40年5月 18日、第8期、民治 44年6月 19β～大
正4年 4月14臼〉、改進党員。
土地所有規模は 30 0石といわれた治、やはむ政治で土地を失う。伏正 10$頃）
衡田弥八郎
村会議員（明治43年 5月入助役〈昭和5年？月 22日～7年？月 21 13）、郡会議：員〈時期
不詳）






















昭和 6年 昭和 11～13年 昭和 19.20年
谷道五郎二 144.917 1 3 1.5 1 0 133.716 野村三女子24 2 
大橋八郎 11Z220 106.027 100.60 5 高岡市木町 18 5 
松長繁次 88.315 88.4 0 0 88.40 0 小杉町三ナ Z29 
篠田 滑 8 6.2 1 0 8 0.41 9 79.11 5 大門町大問新
洞令久二 83.6 2 9 7 8.4 0 5 78.003 ， 2 7 2 
鈴木外雄 64.5 3 7 58.8 2 8 59. 20 0 If 3 1 . 
金・白眉丈 59.620 5呪200 5 2.9 0 0 高岡市塩倉町'[38
鈴木長造 4 4.8 0 8 4 1.80 4 42.5 2 3 大門町大門新31 
穂日安太郎 42.120 4 2.120 42.12 0 高崎市守山 16 
野村太三次郎 4 2.1 16 40.527 41.510 高岡市定塚町 12 4 1 
木倉虎松 40.406 38.113 4 0.7 1 8 ニロ村南中村
本林 均 3 6.0 2 7 3 6.0 2 7 3 6.02 7 作道村殿村81 1 
佐藤亮造 3 3.126 3 2.1 2 a 3 2.1 2 0 イ＃町戸破42 3 0 














谷道五郎二（射水郡野村三女子24 2 ) 
野村三女子i立、高岡市の近郊であり、谷道はそこの地主で~ b .息子は高岡市の市会議員をやさ司
たことがある。念会、谷道の大島村℃P土地所有続模刀、昭和る年で 14 4反 91 7というのは
村内地主の所有規模と比較し℃い昭和 6$＇.で第一位の津田長三郎の 17 1反30 5に劣るが、
第二位の島崎二作の 13 7反を上廻る規模である。











念会、松永太作の土地所有規模は、明治 2HJ三度σ、所得下誌の地租80 8円から計算すれば、 7:8 
町という大地主てる白、また明治33年設立された小杉銀行の取締役の一人である。（『小杉銀行











金田届丈〈高両市塩倉町 38 ) 
大正 1 綜の50~歩以上貸付地主のうち、呉羽最大わ地主丸 1・ 7 5町歩の貸付耕地の所有者む




7. 3 4町である。したがo1：、金田は、明治21年度の 7.3 4町から、大正 13，年の 17 5町へと、
その間に巨大左土地集積をしていること刃おかる。
野村三太郎（高時市定塚町 12 4 1 ) 
野村は昭和7年の県内多額納税者10 0名のうち第51伎であった。（雑貨商〉
木倉虎松〈射水郡二口村南中村入地主。
佐渡亮造ぐづ彰町戸被4・2 3 0 ) 
明治21年度の射水郡役所による「所得下調」 κよれば、佐渡美成わ地穏は 17 l円でso.こ
れは、 16. 4町歩κあたる。また佐渡美成は明治31年創立の小杉銀行の取締役のー人で、その点、
松長太作と同様であるィまた明治27年 4月？白より 4期連続可長。
本林均（作道村殿村 g1 1 ) 
本彩鴎は、明治21年度κは、地租 51 2円で、 ζれは49. 4町歩κあたる。第 2回衆議院議員
挙選〈明治25年2月15白〉氏改進党から立候補し吃蕗選Lτ刷る。（この選挙は、品川弥二郎
内相れ下℃の有名＊干渉選挙であり、富山県でも野党側の候補は薪＊みK落選している。）本林均
は、大正 13年の 50町歩以上の貸付地をもっ地主のうちで、 51町歩の貸付耕地をもnτいた。
赤壁亀次郎（イ幡町三ク33 7 5) 
地主で、その他に醤油醸造。息子の代κ没落。赤壁篠乎は4駒治 21年度d同特下調dでは、
地程12 3円を支払ヘこれは 11. 9町の土地所有にあたる。、また明治31年創立のづ杉銀行の取


















からはじまり、大~昭和時代Kかけτ盛んt'L 1;r h 最盛時（昭和 10年代〉には、大島村から



















































隠栖村小f博｝（合齢長） 7斗 8升4合／高 1石（ 2 4 0歩）





罵植村 2.7石 ・大島村 2.3 2 2石
したがりて、間村での小作の取分は、
関桔村 2. 7石一0.7 8 4ロ 1石？斗 1升 6合
大島村 2. 3 2 2石－0.7 3 1石田 1石5斗ヲ升1合。大正末（大正13年～昭和2年）の反収は両村の村統計κよれば
踏柏村 2. 1 1 8石
したが円て問、村での小作の取分は
腐柏村 2. 8 1 4石－U784石田2石 03 
大島村 2. 1 1 8石..－a.7 3 1石田 1石 38 7 
。昭和 12～ 1 3年の反収は、村統計κよれば
尉商村 2.7 9 2石大島村 2.3 6 1石
したがのて両村の小作の取分は
鷹栖村 2. 7 8 4石田a784四 2石 O0 8 































































と＜ vc:、機波地方の山際の弁民城聡福光、福野らκ主砕いては、明治2, 3 0・年代κ臥生糸、
絹職場込麻織物弘綿醗防等の中小わマニユフアクテャ工場が数多〈続出していた。


































元禄7年（ 1 ' 6 4年〉、寛政4年（ 1 7’2正記入文化？年（ 1 8 1 2年九天保5年（ 1 8 












































































f村史』 12 9～3頁、農政調査会、報告29～ 3 0、参照、
⑤分与米のその後の推移
念事%との分与米は‘鳥栖村では、明治 37年に日露戦争のため、非常特別税法で、地担増微に





























































































j商村(rJ~ 「穴元一荻原、」時代を形成しtt~ j:fl湯した~I’tであn た。
以下、大夫、沃尽の関 ：~会設討しよう。
荻原］fi宥は、中間.G.;rj)（冗戎の己主の民：這言lτ 口c：工語氷 6年 3j 9日σ下生れで、大矢四良15兵衛の
誕主臣、 50'・泊でるD、苅亡したr段、昭和20,: 9月27日で数え年74才の時である。大矢の死亡










も、萩原は、大正3年 1月4日から大正5年 5月30 aまでの品主村長をつとめ、その後‘大正8














栖村のf村会議決書』φ明治23年度にかしqて、営業者各自謀税の一覧表の中κ、 E謀説得込 8 0 
銭、業目、桑、荻原正清Jという配下がある。こわ営業税の諜税署員回、て広三支払者41名のうち最高
は 1円 60銭κすき、ず、次κ1円、 80銭、 60銭、 40 銭と~，.，ているのであれしかも、最高















































の品j拐期を迎えるととは、すでに述べた。と ζろが、との加治 31 (c尽の地主禽右iH卦愛次長Eと小作側
との斗争κシいて、他の地主たちはいかなる態度をと円たかo I村史Jでは、 「小作組合は正対合的
i宅活躍し、選挙il:も地主l脅と争円た。ー との三本力：まるをどb恐いものがどう九地主寝の人も村会議員




































































































































































刊したer城端町史』 10 6 2頁、参照）。
（尚宏九とのグ長国，とは}jljf国広全国農民組合に所属する富山県連合会抗昭和2～？年どろ
活躍。組織人数は最盛期でも、 1, 2 0 0～ 1, 3 0 0人。増山、矢偽樹九松沢博吉（石動の人
で中心人物）等が中心で、組織人員は少をか明た力、活動では、グ農団＂ (fC~ぢら念かnた，と同う
（増山氏よ!J<D関取bによる）。
安政 4年 12月19 t3
(1858) 
慶応 2年 1月18 1:3ぺ18 6 7} 1 0才
































明治 15. 1 6年どろ
明治17年



















































明治 21年 5月 2日 ｜村会議員～25年4月29.日空でO
明治2s!i手 4月30日 ｜村議再選～31年 4月29図までo



















6月30，日 I l薄栖村村長K就任～30年五月 13日まで。
岡本八平、安念次友エ門らと共V亡、出町V亡中越銀行を設立、当時資
本金2.0万円、昭和10年代55 fl万円。



































2年ー 2 0万円、大正？年vc5 5万円十て増資、昭和6年 7月金沢銀
行へ合併。
中越鉄道‘ 5月4目黒田一括野間 10哩55、8月18臼福野一福




中越鉄道‘高岡一伏木40 ~堕 5 玉、開通。


















































第 2章 明治期の砺波地方と高i司と 0関係、























































































































7 8万55 0 0貫目計
2 0万俵言十








1 0 2 0疋計
但目形3 5 3 91巴言f 5 0 0呂ムイ百
3 7万給計
8 8万50 9 4貫目計
へ40 2 4貫呂計
l 0 6 4貫目計
1万4,99 0丸計
1 7 1 5枚計
五5万計





内＞ 3 3 8 7把計
2 1 1 8把計
地払
他管下払
1、真綿 4 1 2貫 73 0白計
イ旦‘福光村、井波町、お！！村等4ケ村
内、 18 0貫 50 0百計他管下払




1、売薬 2 3 3 3人計
1 ＇生糸 凡見図難相立
1、茶 向上



















第4表によれば、明治17年K沿いて、璃波郡は、農家戸数は32. 8 7 5戸で、とれは全県の農
家戸数の 32. 7 %である。米（勝約の収獲高は. 3 5万石で、とれば全県87万石の 40. 5 %で
第 4 表 明治17年、農家戸数、米の収獲高、植付段別
梗 米 罵 米
農家戸数 」
収 穫 段 )Jlj 収 穫 段 男日
Fl 石 町 石 町
上新 JII郡 2 2,41 7 1 55,32 3 18,420 S,39 0 1,3 3 8.( 2 .3必） ( 1 7.9係） (2 7.3労〉
下新川郡 14.8 4 0 
78,719 呪020 6,9 5 5 1, 0 0 2 
( 1 4.7) （立05) ( 1 3.3) 
（両新J:i郡〉 37.25 7 2 3 4.0 42 27,440 15.34 5 2,3 4 0 ( 38.0) (27.0) ( 4 0.7) 
婦 負 郡 10,799 
9 3,69 0 7, 1 9 3 4,8 6ヰ 463 
( 1 0.7) (10.75) ( 1 0.6) 
射 水 郡 ‘1呪821
189,122 13,5 6 5 6.88 5 52 4 
( 1呪7), ( 2 1.8〕 ( 2 0.1) 
璃 波 右E 32.8 7 5 353,283 19,314 
2 2,4 4 9 1.32 0 
( 3 2.7) ( 4 0.5) (2&6) 
合 ， 一計 1 ~ 札752 870,138 67,513 4ヌ545 4.&48 ( a o.o) ( 1 0 .0〕 ( 1 0 .0) 













ば、つぎのとなbである。すをわち‘農家戸数は全県の 37 %，梗米の収穫高は 27 %~作付反別




射水郡は、農家戸数は全県の 20 %、梗米の収穫高では 21. 8 %、作付反別では 20%である。
したがって、射水郡は、収穫量Kないで璃波郡の半分であb、をた反当収量も低いととがわかる。




























名トーム一一一一一一一 一一一＿， 一一一一一←ー 」一一一


































7 7,2 2 o I 1 5 4.56 6 
1 6 1, 1 1 0 
3 4.0 0 0 
5 5.0 0 0 
59,147 
23, 1 00 
円
9 6,0 0 0 
9 6.0 0 0 
1 5.0 0 0 
1 5.0 0 0 
787 
3 2,5 0 0 
200 
787 
3 2,5 0 0 
11.001 




6,0 0 0 
'l 0, 62 s本
3 8 4.84 0 
7ヌ500
17,000 






2 04.0 0 0 














2 2.0 0 0 
え18 2 
1 2,0 0 0 
1 2,0 0 0 
s,s si本
人
5.1 4 7 
2 2,64 9 
Z,2 0 0 
1 0,8 5 0 
1 1,1 9 2 
5.3 0 
1,0 0 0 
1,0 0 0 
400 
4 0 0 
37 
2 1 0 
3 
37 
2 1 0 
500 
4.0 0 0 
4,0 0 0 
1 1 0 
1 1 0 
6, 1 0 0 
人
5,3 7 3 
2 3,5 9 2 
2.5.る5
1 2,6 0 0 
15,1 4 2 
770 
1.5 0 0 









2 8,0 0 0 
8, 0 0 0 
1 6 0 
1' 6 0 























圧倒的比率を占めていることがわかる。す乏わち、 16年では、総輸出価額の 65. 4仇 1 7年で
2 3 
は、 7 5. 5 %であれつまり、米の輸出のみで、総輸出のー左いし、ーの上i七率を占めているのであ
3 4 





















































1m~I~、 53,591 11,450 ??
47, 970 器
樹｜石炭
























1 7年には 7倍の翰出価額の取扱いであったが、1 0倍、
1 7年をつうじて、第1位は、1 6年、つぎに、伏木i替の輸入品目の上位 10品目のうちでは、
l 7年は材木類、和i法反物類と1 6年は薬種、唐穂、5位については、鱗左ど肥物である。第2、
















する比率をとった〉。明治 16年、 17 I;手の両年をつうじて、米は第 1位、であんしかもその比率
























ば‘ 1 6年は6る.1 9色、 1?q三ば 85. 7 %と宏勺ている。第2位は‘両年をううじて売楽であり、
とれば、両年とも総輸出額の 1割である。繁5位は、明治 16年は茶で、比率は 4.4 6 gるであるカミ
茶の 17年の輸出額はでてい乏いoつまP、東岩瀬の場合も、その輸出品目の圧倒的な比率を占め
るのは米できうれ第2位は売薬である。ととろが東宕瀕港の米の輸出額は、伏木濯のそれに比較す




第 1 金綿花、第 2 位薬種、第 5 位緋・笹 El~V、第 4 位食塩であれ 1 7年fては、第1位和洋反物、
第2位鮮、第五位食塩、第4位薬穫とえEっている。 17年での比率は、第 1位の和洋反物は ＇｝＿1. 3 
f匹、第2位の鱗は 1z 6 %であh 第5位の食塩は 3.3 6 %とけたちがいに低〈念勺ている。 16 
年については、第1位の綿花は 1z 3活、第2位の薬種は 10.ヲヲ5‘第5位の鮮は 8.7 %の比盗と
なっている。つまり、輸入品については、輪出品にシける米の場合のどとし圧倒的な比率をもフ









明治 16年の輪出品目の第 1位ば、第？表によれば、綿布（ 4 4. 8労）、第2位は生魚（ 3 0. 6 
必〕、 ~3. 位l＇.！米（ 2 4. 6各〉と7まってなD、 1 7年は第1位、米（ 7呪 Oヲn、第2位、綿布（









魚津港の輸入品目の内訳については、 1 7年には、第1位4綿花（ 5 0.4%〕、第2位、鯨（ 34. 
0 必入第5位、和綿花（ 1 4.6 % ）とをつてなD、 16年は、第1位、綿花（ 67.6%）、第2















明治16年の魚津港の綿布輸出額は 13万 6千円であh とれば、同議の総輸出額の 44. 8 %で
ある設、伏木港の綿布輸出額は5万2千円であり、 ζれは同議の総輸出額Kたいしてただの2教K





























































































馬場道久 5 0 0 0円、 小沢与三 1 5 0 0円、 中田清兵衛 1 3 0 b円、
関野善次郎 1 0 0 0円‘ 森正太郎 1 0 0 0円、 伊藤紘寛 1 0 0 0円、







正 13年調査の 50町歩i入土貸付地主の調査では、県下第 1位の 41 6 !ll了歩と V＞ う巨大~貸付地の
所有者。また、明治23年の県多額納税者 15名のうち第5位。 政治活動としては、明治 12年






馬場家は、天保4年（ 1 8 3 3年〉に‘ 7代目久兵衛が、海運業（北前経〉をはじめ、下関、関






















下調書』によれば、沼田善右エ門の所得とその内訳は次のごとくである。所得高 10 0 9円、内訳、




であるo逆にいって、全所得の約土にすぎ左V>3 5 3円のみが船街所得で、他の与がそれ以外3 . 3 
の所得左のである。地租の 18 4円を
地租総領 地租総額
土地面積＝一一 一一一一一一一一一一－ ＝一一一一 一一
反収X石当米価x1 0 x 0.0 2 5 1.5吟 x2.762月会x0. 2 5 
で計算すれば、 1 7.7 l!f歩であ九とうして宇宙白は、明治21年当時、大商人、大地主、高利貸で
あったととがわかる。
八阪金平。射水郡伏木町の大地主、回漕問屋。八阪Vてついてい同じ〈明治21年度の射水郡役




る。地租の支払額は 35 8円で、とれば土地所有規模Vとすれば、 34.5町歩Vてあたる。うまり八阪
は、土地所有が 5～ 40 0石の大地主であれかつ．船の所得33 0円をもっ、回漕問屋であると
とがわかる。
折橋二策。射水郡島村の人で．！日十村の家柄。明治13年～ 15年の県会議員。
竹脇篤敬。射水郡明神新村の人で‘旧十村の家柄司上J述の、明治 21年4月に、海防献金 1,00 0 
円によって、黄綬章をうけた、竹脇茂三郎の養父である。
明治21年の『所得金高下調書』によれば、年所得総額は 2.1 9 8円であれその内訳は、土地
1. a a.9円、棒絵23 0 1弓‘徐式50円、貸家 25円と在っている。をか地租額は88 8円であP






へだてた対髭〉である。所得総額は’54 1円である。その内訳は、船荷29 1円、土地24 9円、


























































































































































高岡米穀取引所 I 富山米穀肥料取引所 l 
年 次 ト一一一一一一一一一了一一一一一一一一一ト一一一←一一一一一 一
石数十金高｜石数｜金高｜
トーー一一一一一一一一一一十一一一← ι 一一ー一ー斗一一一一一一一一一一一一一一一一一ー ト トー －ー→
石 ｜円｜石l 円
678,600 I 12.762,172 i 1.486.ooo I 10,573,259 明治27年 l ~，~.~~~ ! I















1, 8 4 3,4 5 0 
( 20 4.2) 
1,968,200 
( 1 4空5)




1, 1 9 3,9 0 0 
( 2 79) 





( 3 7 6)
1. 1 6 3,7 0 0 
( 21 6) 
882.750 
( 5 60) 
1.2 9 9,5 0 0 
( 6 7 5)
1.2 68,2 5 0 
( 65 5) 
1,3.78,2 0 0 
( 60 2〕
1, 3 53,6 5 0 
( 6 6 1)
14,329, 5 7 3 
( 21 2) 
16.85 4.4 5 3 




( 31 8) 
1 1.0 4 .7 9 9 
( 2 8 7)
11.180,758 
(245) 
7, 3 9 4.2 8 2 
( 3 8 5)
9,650,310 
( 43 6) 
1 4.4 6 5.5 5 4 
( 2 3 6)
1 0.376,682 
( 5 60) 
1 6.6 3史182
( 6l5) 
1 7,5 5 5.0 0 6 
( 6 4 5)
21.759,982 







1, 3 1 4.8. 5 0 
(100.0) 
1. 4 14.7 0 0 
(100.0) 
3 9 1.1 0 0 
(100.0) 
440720 
( 1 0 .0) 
192,370 
( 1 0 .0〕
2 2.2 9 0 
( 1 0 .0) 
53.900 
( 1 0 .0) 
157.400 




( l 0 0.0) 
z~i・ b.i ~ 
6, 7 9 5.2 1 7 
(100.0) 
11,218,98 1 
( 1 0 . 0〕
1 4.7 2 7,5 1 1 
(100.0) 
4. 08 1.7 2 3 
( 1r0 0.0) 
三848,899
(100.0) 
4.5 5 7,1 1 2 








( 1 0 .0) 
2 4 7 4,20 6 
( 1 6' 0. 0〕
2.7 24.1 75 
c10'0.o) 
3.623,718 
























































明治21平度の射水郡役所の『所符金高下調』によれば、所得総額は 2,0 0 0円で、その内訳は、
土地 10 6 5円、株式34 ・O円、船荷26 5円、貸金16 0円、船営業 14 0円、公債32円と左




























1割 4歩2庫、家屋を抵当とするもの富山にて1割 4歩5庫、高岡にて 1割5歩5厘、米穀を抵






るる。明治30年．県多額納税者 15名中の第 13泣。 33年、第？位。 36年、第品位、 37卒、
第7位。 39手、第8位。
明治21 ~三度の所得下調によれば、所得総額let 1, 3 5 0円で、その内訳は土地 61 8円、肥物商





訟を：所得1.3 5 0 円のうち、 4 分の亙は土地・貸金・株式所得と走って~＇!J ..直接の商業活動UE物）
(ICよる所得は、わずかに 4分の 1にすぎ左いのである。 ζの点、菅野の場合も、竿所得2,0 0 0円











Kは、菅野家主 Pもと位K位置していた。明治21年の例の所得下調によれば‘総所得は 2.2 4 7 
円であり、菅野伝右エ門の2.00 0叶を抜いて、高岡随ーの高所得者である。との 2.2 4 7円の内訳




























の内訳は、土地 64 5円、商実 18 0 円、貸金80円、公主主 'l4円である。 ζC木津の場合t'.菅
野、平能、聞と同様に、最大の所｛If項目は土地所得であれ納得の子を上回る巨大会比率を
占めている。地租は 54 1円であれこれは 52. llllT歩の土地所有にあたlJ＇木津も 50 !lT歩以上
め大地主で、あるととがわかる。との土地所有ーについで、木津の場合、商業所得は第2位を占め、こ
れは 2言リの比率である。なお＼大正 13年の調査では、木津の貸付地所有規模は 1哩？町歩であん
呉西諺 5位、高間関係では金田居丈（ 1 7 5町歩入菅野伝右エ門（ 1 6 8町歩〉、：橘清治郎（ 15 0 
町歩〉に次ぐ第4番目の巨大地主である。す左わち木津は、明治 21年の521llT歩から、さらに土





篠原挙兵衛。呉服商で、明治7.1年度の館所得は 45 8円で、その内訳は、土地37 3円、呉服
8 5円であh 土地所得が圧倒的民：率を占心ている。地租は 28 5円であり、とれば 27. 5町歩の
土地面志！？にるたP、大地主の一人である。
筏井基兵衛。筏j中は、商業会議所の第 1回会員κ：すなっていないが、会議所設立の発起人16名
のうちに入っている。呉服慌で、明治21午－!fの総研符は 50 0円で、その内訳は、呉服25 9円
土地24 1円であb、ちょうど両所手与が半々である。地租は 18 6円で、とれば 17. 9町歩の土地
所有にあたti' 2 0町歩近い大地主の一人であるd
室；1:nup子。明治21年度。去を、所得（';J:5 8 7円でぞC内訳は貸金 26 0円、土地 10 7円、船荷75
円、株式80円、公債 35円、呉服30円とt:っている。との宮守の場合も、広諜活動としての泊





塩崎利王子。代表的金物商の一人で、明治 21不良の総所得は32 0円で、その内訳は九金物 11 5 




2 '" < －ちがまさ、所得の 7 の比率しか占めず、仰のーかレJ トナー的所得にある。左な地租ば 45円で、 ζ3 ~ ' 3 
れは 4.4 IT了歩の土地所有にあた九所得規模は大き〈左V>o
吉野治平。吉野は筏井と同じし商工会謬汚の第 1回会員では7まいが、会議所設立の発起人 16 
人のうちの 1人であるo明治21年度の総所得は 47 5円であ払その内訳は、公演45 0円、呉
服25円となってなD、土地所得は左い。
正村平太郎。明治18年～21 ifの県会議員。明治21年度の総所得は 52 8円で、その内訳は
土地 34 0円、俸給 18 0円、公債8円でsl:J，土地所得が大半を占めてなb、商業活動による所
得のないのが特徴的で、正村義太郎の場合と同様である。地租は、 20 6円でとかは 19. 8町歩に
あたり、約20町歩の大土地所有者であるととがわかる。
場井仁右ヱ門。明治21年度の総所得が、 40 0円で、その内訳は、土地 21 5円、呉服12 0 
円、貸金 35円、利子 30円とてEっている。とのうち、貸金と利子とはどう異在るかは不明である
が、堀井の場合、問得の半分が、土地による所得であれつぎが呉服による所得でそれは士強で
あるO 地租は 18 5円で、とれば 1z 8町歩の土地面積にあたり、 20町歩ちかい大土地所有者で
ある。





総所得は 45 0円であれその内訳は、金物30 0円、貸金15 ［］円と念っている。つ空D、志摩
も明治21年の時点では食物商をしでいたととが知れる。虫色所得はでてい左加。
（注） 左な、荒井：；＇tJ:)W：につ加では．詳しいととは判から7まい。ただ、ヰ防本音弘氏の「;jうる声t績
工場の創業J（『越中史；壇』 13号、 1 9 5 8年5月）によれば、高間紡績電灯株式会社の発起
人（常務〉であったし、高岡商業会議所第1回会員としては、 i寄同銀行の代表者となっている。












天保改革の時に穫に没収されたものだけでも高 1,0 0 0石ぐらいあったと加われ、その他にも 10 0 0 
石［ぐらい残っていたという〈和田一郎氏、増山安太郎氏からの間取り）。しかし、明治蒋代に入っ
てからは、その地位は大分低下しているとみてよい。ぞれを示すのは、明治21年度の例の所得下
調であD、これによれば、総所得40 0円で、そり内訳は、売薬 14 0円、貸金11 6円、質 10 0 
円、土地 40円、公債40円となっている。す1.i:わち、明治21 i手の時点では、綿、肥料による所
得は左し落議所得としては売薬の 14 0円であり、残Pの26 0円は、貸金、質、1 土地、公債に
よるものであり、同友も νントナー的性格をつ工めていることがわかる。なj九地租（d3 6円で、







明治 44年Kはじめてであれそれ以前はでていないα この44年κは、 15名中の第 13位であ
れ橘以外の高間関係では、菅野は第5位、平能は第？位κある。また、明治21年の身、排ctIB役所
の所得下読には構つ名はみえてい左ぃ。
ととろが、大正 13年の 50町歩以上貸帥也を有する地主の調査では、橘清治郎ば 15 0町歩貸
付とあん呉沼地方第4番目の巨大地主となっている。（木津との類似を注；をせよ。〕
金田屑丈については、第 1主主の大島村のと ζろですでK述ぺた。大正 13年の50町多以上貸付
地を有する地主のうち、金田は呉西地方第1の大地主で 17 51ltf歩の貸付地をもっていた。
在主子、時期は下がるが、大正 13年の時点で、呉西地方になける 50町歩以上の地主は 24名で
- 82 ー
あるが、そのうち高間関係は次の？名である。
第 1位 金田属丈 （商〉 1 7 5町
第 2位 菅野伝右エ門 （商〉 1 6 8町
第 4 位 橘清治郎 （銀行〉 1 5 0町
第 5 位 木津太郎平 〈商〉’ 1 4 9町
第 12位 南慎一郎 （弁護士： 6 9町
第 13位 荒野権四郎 （酒造〉 6 5町
第 l4位 南村仁十郎 （農〕 6 1町
第21位 岩脇孫八 （銀行〉 5 4町









では、上述のどとし官腎伝右エ門 13 8町三人正村義太郎 85町歩、平能五兵衛 65. 5町歩、大
橋＋布エ門 54. 5町歩、木津太郎平 52町歩、篠原苔t兵衛2z 5町歩、正村平太郎 1呪8町歩、筏





















































吉田茂勝 原田金之祐 藤井能＝ 志摩長玉子 堀二｛乍 正村義太郎 高広次子
大+l：長平 矢後慎二 島田孝之 松島与信 小幡直次安念次左エ門大矢四郎兵衛
藤井長太郎 山田正景 桂井他八f~ 西能源四郎松村和一郎 河合八ナ八
中村林造 佐々木権四郎荒木文平 岡部長左ヱ門 大谷彦次郎 大谷次郎作
春旧嘉一郎 菊野久太郎 田上六太郎野村辰太郎 岩倉吉郎 長谷j1孫三
ζの32名のうち、高岡市関係は、堀二作、正村義太肱志摩長平の玉名であP、伏オ守工藤井能
















1・ 0 0 0石以上に土地集積をとげた。明治21年度の例の所得金高下調に主れば、総所得8.0 0円
であ九その内訳は土地57 3丹、俸給17 0円、貸金38円、貸家 19円であれ土地所得が全
























その内訳は俸給 18 0 .0円、株式40 8円、土地 15円、貸金12円と念っている。 ζの所得をみ
て、ます気のつくのは、総所得の 22 3 5円という巨大な額である。とれば、高間の代謝令豪商で
ある、菅野伝右エ門の 20 0 0円をも上回るものであれ正村義太郎の22 4 7円よ bわずかに下
回る所得である。つまり、全射水郡の、上位所得者中でも一、こをあらそう大所得者であるととが



















































































































~ ;J;~， 『富山県統計書』明治26年によれば、中村の製幸子議の倉1撲年月は明治8年 7月と左つて












ざるに至りぬJとある。左主子、この 13 7頁には、福光町Kかける明治 39年末の現況として、
2 5 6戸
生 糸製造 数量 7, 6 5 0貫
価株 497,250円
1 5戸
玉糸製造 数量 3 5 0貫

















1 0代B文平は、明治元年4月8臼、父文平（ 8代目）の 2男として生まれ、明治7年文平（ 9 


























大谷は、明治.2.3年の県多額納税者15名中の第 8位を占めてなん明治 30年Kは第 15位で
あった。との乙とからして、大創立明治2、 30平代（'L＇立、泉有数の高額所持者であるととがわか
る。左な．県多額納税者名簿Vては職業は萌業とでている。
































































以上治元発起人の 32名であるが、との明治26平9月のt±1ilHてなける協議会で、発起人の 32 
























































いを、明治 30年 12月 31臼現在K：弘、ける、富山県の地方銀行の一覧表を示めせば、第11表













第 1 1表 銀行 覧表 （明治 30年 12月 31日現在J
名 称 本店所在地 創立年月 株 金
！株式
会社第十二銀部 ’一 富山市袋町 明治10年 8月 2.0 0 o,O 0 0円
， 第四十七国立銀行 富山市中町 1 0年 8月 300,000 
， 富山貯蓄銀行 富山市姥町 2 5年10月 30,000 
I/ 富山橋北銀行 富山市愛宕町 2 9年 2月 150,000 
I 富山倉庫銀行 富山市殿町 2 6年 2月 100,000 
， 密 回 銀 行 富山市西町 2 9年 6月 70,000 
I 高 岡 銀 行 高岡市御馬出町 2 2年 4月 300,000 
I 高岡共立銀行 高岡市守山町 2 8年 12月 300,0 00 
I 高岡貯蓄銀行 高岡市源平板屋町 2 8年 10月 5 0,0 0 0 
It 滑 J I 銀 干T 中新川郡滑）I ilHT 2 6年 1月 100.000 
， 新 Jfl 銀 行 中新川郡五百石町 2 8年 12 }I 50,000 
I 桜 庄 銀 行 下新川廊三日市町 2 6年 5月 100,000 
I 泊 銀 干す 下新川郡泊町 1 7年 2月 6 o.o 0日
’F 越中商業銀行 婦負郡八尾町 3 0年 12月 200,000 
， 八 尾 銀 行 婦負郡八尾町 2 4年 4月 30,0 0 0 
， 氷見貯蓄銀行 氷見郡氷見町 2 9年 8月 1 0,0 0 0 
， 新 湊 銀 行 身、対く郡新開T 2 8年 12月 200,000 
』ー-I
一98ー
名 称 本店所在地 創立年月 杉長 金
株式璃
会社 波 銀 干了 東璃波郡城端町 明治27年 1月 7 0,0 0 0円
If 中 越、銀 行 東調波郡出回T 2 7年 12月 i 300，目。
’F ネ高 野 銀 行 東璃波郡福野町 1 3年 12月 1 8,0 0 0 
， 福岡同盟銀行 西璃波君E福岡町 2 3年 8月 100,000 
勧 農 i'-ヨ 資 メ，＿.，＿J、 社 東璃波郡野尻村 2 8年 11月 2.0 0 0 
共 通 メEコミh 資 金 社 西嘱波郡戸出町 1 6年 11月 2 0,0 0 0 
合名野
会社 村 銀 干T 東璃波郡城端町 2 0年 12月 5 0,0 0 0 
株式
会社魚 津 銀 行 下新川郡魚津町 2 9年 7月 1 5 0,0 0 0 
’F 荻 生 銀 行 下新川郡荻生村 2 9年 7月 3 0,0 0 0 
f’ 黒 東 委長 干了 下新）I間泊町 2 9年 6月 5 0,0 0 0 
/ 伏 木 銀 干了 jド:17..k~B伏木町 2 9年 7月 1 0 5.0 0 0 
/ 水 橋 銀 干T 中新川郡水橋町 3 0年 5月 2 o.o 0 0 
/ 入 善 銀 行 ITI'f JI間入善町 3 0年 2月 7 0,0 0 0 
’r 五箇庄銀行 下新JIf郡五箇村 3 0年 B月 35‘0 00 
合資鷹
会社 栖 銀 fr 西璃波郡鷹栖村 3 0年11月 1 o.0 0 0 
（『富山県統計書；』明治 30年より〉
〈注） 共通合資会社の本店所在地は、 ζの『県統計書』 30年では、本店所在地が東橋被郡庄



























明治 13年 12月創立となっている福野銀行についてはどうか。 『県統計幸子』にないて、福野
銀行の名のでているのは、明治28年から 32年までであれ 33年以降は名は消えている。との
福野銀行については‘『北陸銀行20年史』の 33 1貰には、 「博有社明治 13年設立．後福野銀












年ずれているととを附記してなや。（『福野町史 J)3 9 9頁〉
明治ZU牛 1~月創立と日米統吉1筈』 c 3 0牛 ）vcでて円ゐ合名会社野村銀行についてはどうか。
「合併系統図Jvcよれば、野村貯蓄銀行の創立は明治30年2月と7まってな夕、ぞれ以前には野村
銀行の名はでてい左加。その所在地は‘東璃波郡城端!lTであるが、『城端町史』を調べると、城端
町 57 9番地の野村理兵衛が、明治 30年に合名会初野村銀行を創立したと在ってふサ、創立年次






八尾銀行が『県統計書』から名の消える 41年以降については、『ヰ雌銀行20年史』 33 1頁tて
は、次の叙述がある。「八尾銀行明治24年設立明治24年岩脇銀行と変更大正 13年両越
銀行新立合併（昭和7年解散）J。
福岡同盟銀行は、『泉統計書』.（ 3 0年〉では、明治 23年 8月の創立と念っているが、 「合併
系統図jでは明治28年 5月となって主功、両年次は〈いちがっている。ととろが、同じ〈『泉統





























1. 福野銀行〈明治13年 12月創立？ なぞら〈明治28年）資本金 18, 0 0 G円o'
両璃銭行（明治 33年 1月創立）東礎波郡福野町三
2. 共通合資会社（明治 16年 11月創立？〕 共通株式造社（明治26年創立〉西璃波郡戸出
町、資本金20, 0 0 0円



























川郡の 7行という場合、治・入養地域の 4行と、三日市地域の2行と、魚深町の 1行と、 5地域に
介敬して存在するのであり、下新川郡町立、まとまって7行が存在していたのでは左いoとの下新
Ji I郡の5地域への分散状態K比較すれば、東西両穂波郡の8行というのは、福岡銀行のみが、若干
はずれた地点v'L~うるが、他の 7行は、中越銑萱の駅、または繍洛にそって、城端町Vて 2 行、下宮子［サ











































明治 27年 11月17日..,fji撲総会を開き資本金20万円．株式4千株（ 1株 50円〉をきめ、
役員は次のと ;J;~ !J 0 
取締役 間本八平 桜井宗→E
安念次左エ門 矢後孫二







































た当事者であった。明治 40年当時、岡本は. 8 6. 7可所有の巨大地主であった（農政調査会『富














また、泉多額納税者としては、問、治 36年に、第 13位、大正14年には第 29位を占めて円ろ。
-- 1 0 6ー
根尾宗四郎、東低波郡庄下村＝矢木村
矢木村の大地主で、明治時代の土地所有規模は未詳である設、大正 13年の謁査では、 1 0 2町
歩の貸付地を有ずる呉西地方第？位の巨大地主である。
中越銀行の発起人の他に、出町倉庫株式会社取締役を歴任している。





















貸付地 60町歩をもち、，呉西地方で第 15 位であるととからわかる。な;Jo~ ，加賀谷の住所の植生村
は、出町、戸出回了からはるかに離れた場所にあ九石動町のi簿村であることに注目したい。
以上のほかの土倉弥平、島本正孝、上埜十右エ門、北村九時平については未詳である。
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を出資して金一万円の資本をもって合資会社鷹栖銀行が発起した。 J( 9 0頁〉とある。
















吉田は 11. 6町、中西は13町、韓師は 5.4町、渡辺は5町、多国は 4.7町、四谷は 4.8町であタ
彼らは鷹栖村の上佳と地所宥者の大部分であった。（第1章第1貧rn1項の第1表参照）。また、
中谷は、 1 3年 1月～ 17 !fミる月の公選の戸長であった。
次V亡、明治 30年創立の庭樹長行の発起人をみよう。
島田寿吉郎 大矢四郎兵衛 四谷儀平 四谷与平 原田与吉
多国茂三郎 砂田三太郎 砂田善蔵 吉田七次郎 今井信平
上国豊太郎 原伺八百蔵 山本宗太郎 池田勘友ヱ門 j虐師孫太Rr



































































































のである。（明治 17年端波妙方1.8 3石，f 、統ll:t也プ＇］O91 5石／ ・明治 31年、磁波地、一 .・反 ・皮






















す左わち、明治29年 7月2.ak富山電燈株式会社の設立願書が提出され、 .30年 11月2.3日
には富山市Kかいて創立総会がもたれ、 32年4月25日VC.I玄関業をみているのである。畠山電燈




るために力を結集していたのであった。その中心人物は、 3 0年 11月23日の創立総会で社長に
就任した金問又左ヱ門でるった。
這山電穫は、明治 3・2年 4月25臼の開業の直後の 8月11白に、富山市の大火にあって材土建
物と諸設備を焼失するという一大打撃をうけ、 ζれを契機としで翌33年同士、資本金を10万円
から 6万円に縮少するにいたる。しかし、この障害をの bζえで、明治36年には営業成績がすこ













































































植村元覚「北陸f'(;f,＞ける国立銀行経営の歴史地理的研究（その 1) J c『富山県地学地理学研究







第1回貴族院議員互選（ M23. 6.10) 
馬場道久（自由）













臨時総選挙 M 2 5. 2.1 5 
第1区③岩城隆常（北陸自由党） 落関野善次郎〈改進党〉
③原 弘三（克党掲負郡長） 落菅原滋治〈自由党〕
第2~ ③谷 ！痕平（ヰb陸自由党） 落田．村惟昌（改進党〉
第五区③稲垣 示（北陸自由党〉 落本林 篤〈改進党〉
第4区③武部其文（北陸自由党） 落島田孝之〈改進党〉
一喰裁判の結果‘島田の勝訴と念る




第2区＠）野村修造（改 進 党〉 落伊東裕寛（自由党）
第3区③稲垣 示（自 出 党） 落岩間覚平（自由党）
第4IB:⑨島田孝之（改 進 党〉 落武部英文（自由党〉





第4区③島田孝之（改 進 党） 落武部其文（自由党）
貴族院議員互選 M 3 0. 6. 1 0 
③菅野伝右エ門（岳 出 派〉
第5回総選挙 M 3 1. 3.1 5 
第1区⑪内山松世（進 歩） 次馬場道久（白 由）
③金山従革（進 歩〉
第2区⑨西田収三（進 歩〉 次長島武右エ門（白 由）
第5区⑪坂井敬義（白 由〉 次黒田儀平（進 歩〉
第4区③大矢四郎兵衛〈進 歩） 次上埜安太郎（自 自）
第6回総選挙 M 3 1. 8. 1 0 
第1区③内山松世（憲 政〉 落金山従革〈憲政〉馬場道久（憲政）
③金岡又左エ門〈憲 政〉 落林豊二（憲政〉森正太郎（憲政）
第2区③西回収三（憲 政） 落長島武右エ門（憲 政）
第3区③稲垣 示（憲 政） 落坂井敬義（憲 政）
第 4区⑪大矢田郎兵衛（憲 政） 落上埜安太郎（憲 政）
貴族院議員選挙 M 3 3. ι． 2 
③高広次平（憲本旧進歩党） 次井上清治（
- 11 9ー
第7回総選挙 M 3 5. 8. 1 0 
市部③関野善次郎（憲 本〉 落牧野平五郎（準政友〕
③鳥山敬二郊（政 友〉 落安藤謙介（中 立〉





第8回総選挙 M3 6. 3. 1 
富山市⑨牧野平五郎（中 立〉 落関野善次郎（憲 本〉
高岡市⑨安藤謙介（吏 党〉 落筏井甚吉（政 友〉
落鳥山敬二郎（政 友〕





貴族院議員補欠選挙 M 3 6. 4. 2 4 
③井上清治（婦負郡速墨付）
第？回総選挙 M 3 7. 3. 1 
市部②関野善次郎（憲 本〉 落牧野平五郎（申 立〉
③鳥山敬二郎（政 友〉 落岩田徳太郎（政 友〉
落大橋十右エ門（憲 本〉
落安藤謙介（吏 党〉
郡部③米沢紋三郎（政 友） 次泉 関次郎（ i:p 立）
③金問文左エ門（憲 本〉
③上埜安太郎（政 友〉
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②田村惟昌（憲 本）
③安念次友エ門（憲 本〉
貴族院議員互選 M 3 Z 6. 1 0 
③中田清兵衛（中 立〉
貴族院議員互選 M 3 9.1 1. 2 4. 
③浅野長太郎（政 友 派）
第10回総選挙 M 4 1. 5. 1 5 
富山市③牧野平五郎（中 立〉 次岩田大中（準政友）






貴族院議員互選 M 4 4. 6. 1 0 
⑪佐藤射し郎（ 2 代 日〉 次内山松世







⑨武部其文（政 友〉 落畑 弥右エ門（無所属）
②上埜安太郎（政 友〉






国税納円税額 住 所所 職 氏 名
1, 9 8 1. 5 9 4 上新川郡東岩瀬町 商 馬 場 道 久
1, 8 5 5.7 6 5 下新Jl郡泊町 農 ィ、 沢 与 一
1, 4 7 0.5 5 4 婦負郡速星村 農 検 野 長太郎
1, 2 8 6.7 5 0 高 間 市 商 菅野 伝右エ門
1, 2 9 1.3 9 2 下新川郡入善町 農 米 沢 紋三郎
1, 2 1 3.8 7 8 4扱 桐山村 農 P 長島 1 武右エ門
1, 1 6 0.2 5 0 西璃波郡福岡町 商 高 広ω 次 平
1, 1 5 2.7 5 0 東稿波郡井波町 商 大 谷 彦次郎
1, 0 6 3.2 3 9 高 岡 市 商 正 村義太郎
1, 1 4三09 7 婦負郡速星村 農 井 上 T青 治
995.095 東日産波郡城端町 高 野 村 理兵衛
953.601 下新川郡若栗村 農 西 国 豊 一
941.747 上新川郡東岩瀬町 商 米 回 元官邸
936.190 東砺波郡山野村 農 菊 野 久太郎
881.107 婦負郡鵜坂村 農 間 崎 藤十郎
明 治 3 0年
円
3,442.268 上新川郡東岩瀬町 商 罵 場 道 久
2.173.859 高 同 市 商 菅野 伝右エ門
1, 8 3 8.4 4 0 西橋波郡福岡町 農 高 広 次 平
1, 6 6 1.9 6 7 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎
1, 5 8 3.5 3 2 下新川郡入善町 農 米’沢 紋三郎
1, 5 0 3.17 3 射水郡新湊町 商 南 易 間 作
1, 4 8 6.1 5 0 下新川郡柄山村 農 長良 武右エ門
122ー
円
上新川郡東岩瀬町 商 米 田 元吉郎1, 4 0 9.0 0 3 
1, 1 4 0.7 5 0 中新I!tB 滑Ji！偲了 商 斎藤 仁左エ門
1, 0 5 4.2. 1 5 婦負郡速星村 農 井 上 i管 治
1, 0 8 6.9 1 2 今 百塚村 農 内 山 松 世
1, 0 6 7.2 4 6 高 同 市 商 木 津 太郎平
1, 0 6 5.0 7 6 4砂 商 平 古E 五兵衛
1, 0 6 3.7 0 3 東日震波郡山野村 農 菊 野 久太郎
1, 0 6 3.2 2 2 1- 井波町 商 大 谷 彦次郎
明治背 是正
5,251.588 上新川郡東岩瀬町 商 ，馬 場 道 久
a“ 
3, 1 9 4.8 4 8 東日露波郡柳瀬村 土木請負 佐 毘接 助九郎
2. 9 7 5.8 8 5 高 間 市 斑 菅野 伝右エ門
2,574.540 西璃波郡福岡町 農 高 広 次 平
2, 2 4 5.3 9 1 下新川郡入善町 今 米 沢 紋三郎
2, 0 1 2.0 4 4 4少 相山村 今 長島 武右エ門
1, 8 7 0.0 9 1 婦負郡速星村 多 浅 野 長太郎
1, 8 3 9.6 8 7 中新川郡滑川町 商 斎藤 仁左エ門
1, 5 9 0.6 1 2 1高 岡 市 今 平能 五兵衛
1, 4 8 0.0 2 3 婦負郡速星村 農 井 上 清 ぷf五口、
1, 4 3 3.6 7 5 今 百塚村 1- 内 山 松 世
1, 4 2 3.5 8 4 高 同 市 商 正 村 義太郎
1, 3 9 4.1 5 7 。 今 木 津 太郎平
1, 3 9 4.0 3 6 射水郡牧野村 農 岩 脇 孫 八
1, 3 1五39 0 東璃波郡山野村 1- 菊 野 久太郎
明治 5円6 年
5, 1 1 9.5 7 9 上新川郡東岩瀬町 運漕業 ，慢3 場 道 久
2,766.773 西璃波郡福岡町 農 高 広 次 平
2,322.985 婦負郡速星村 1- 浅 野 長太郎
2,246.827 下新川郡入善町 今 米 沢 紋三郎
2, 2 4 5.2 0 4 東日産波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎
1, 7 1 1.1 4 9 局 問 市 高 平 古E 五兵衛
1, 6 4 8.9 6 4 ’シ イシ 木 津 太郎平
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1, 5 9♂4 2 2 婦負郡速星村 農 井 上 清 治
1, 4 9 6.8 0 9 中新JIi郡滑川町 商 斎藤 仁左エ門
1, 4 1 5.7 3 8 婦負郡百塚村 農 内 仏j 松 世
1, 3 6 6.3 3 6 東穂波郡山野村 ク 菊 野 久太郎
1, 3 5 8.0 3 1 射水郡牧野村 タ 岩 脇 孫 八
1, 2 9 8.0 8 7 東璃波郡池田村 今 桜 井 宗一郎
1, 2 1 4.5 9 9 下新J1郡泊町 J歩 松 国 春太郎
1,193.160 4シ 若葉村 。 西 国 厚 良
明治 37 年
円
4, 5 7五18 3 上新）［！郡東岩瀬町 商 ，罵 場 道 久
2, 6 8 4.1 0 6 西磯波郡福岡町 農 局 広 次 平
2,323.386 下新川郡入巻町 タ 米 沢 紋三郎
2,261.001 東日産波郡福野町 貸金業 回 中 7青 文
2. 1 7 4.1 1 4 。 柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎
2,170.284 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎
1,795.40 4 高 間 市 商 平 官主 五兵衛
1, 7 5 0.6 7 6 下新Ji!郡入善ilf 農 米 沢 与三次
1, 6 1 9. 1 2 5 中新I1郡滑川町 肥料商 斎藤 仁左エ門
1, 6 1 4.4 3 2 婦負郡速星村 農 井 上 清 治
1, 5 2. 1. 8 2 7 東嬬波郡庄下村 。 根 尾 宗四郎
1. 4. 9 8.0 3 7 今 山野村 ク 菊 野 久 孝
1, 4 3 1.1 1 6 婦負郡吉塚村 dシ 内 LU 松 世
1; 4 2 0.5 7 4 室 山 市 商 中 田 清兵衛
1, 4 1 .78 3 7 東面電波郡五鹿屋村 農 岡 本 八白 乎
明治 3 9 年
円
9,523.6/4 上新川郡東岩瀬町 商 馬 場 道 久
5,137.913 西礁波郡福岡町 農 高 広 次 平
ヰ， ι8五87 0 東璃波郡福野町 ペ少 回 中 清 文
4, 5 9 3.0 8 0 下新J1郡入巻町 。 米 沢 紋三郎
4, 2 5 4.9 4 1 婦負郡速星村 。 浅 野 長太郎
3,877.833 下新JII郡入善町 。 米 沢 与三次
3,873.061 中新川郡滑JI!~吋 ijf:'. 料商 斎藤 仁左エ門
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ゑ87 f.12 7 5 fー局』 同 市 高 平 宣告 五兵衛
3,791.291 東日震波郡柳瀬村 土太請負 佐 藤 助九郎
3, 4 9 4.2 0 0 富 山 r!J 薬種商 同コ 国 清兵衛
3, 1 4 4,0 6 2 婦負郡速星付 農 j土 上 i育ー 冶、
ゑ116.448 室 山 1市 金貸付業 内 野
2, 9 2五20 6 東隣波郡庄下村 農 キ畏 尾 宗四郎
2. 9 2 1.0 7 0 ’〉 山野村 。 菊 野 久太郎
2, 7 3 9.2 8 0 下新川郡泊町 4シ 阿部 孫右エ門
明治 4 4 金三
円
東日高波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎9,046.150 
7,88Z855 上新JII郡東岩瀬町 商 ，罵 場 道 久
5, 6 2 0.8 4 5 ！笥 間 市 イ〉 菅野 伝右エ門
5,456.595 東燃波郡福野町 農 回 中 7青 文
5, 1 2 5.8 2 0 下新 川入善町 。 米 沢 与三次
4,79Z190 婦負郡速星村 ク 浅 野 長太郎
4, 5 7 9. 6 3 5 東 f蕊波郡福岡町 // －両4司島 広 次 平
4, 1 5 6.7 6 0 富 はj 市 薬種商 中 自 精兵衛
3,766.450 t尚 同 市 商 平 能 五兵衛
3, 4 7五92 5 上新川郡新庄町 。 金問 又左ヱ門
3,348.830 婦負郡速星村 農 井 上 清 ；引以口内' 
2, 9 7 8.8 0 0 上新川郡東岩瀬町 E五 畠 L! 小兵衛
2. 9 3 6.8 4 0 射水郡守山村 イシ 橋 清治郎
2.931.325 婦負郡百塚付 農 内 山 松 世
2.880.395 東璃波郡五鹿屋村 。 間 本 入 平
大正 円3 年
1 1,1 2 3.2 1 0 東日露波郡柳瀬村 商 佐 藤 助九郎
7,046.625 上新川郡東岩瀬町 。 4馬 場 道 久
5,445.260 東穂波郡福野町 農 国 中 清 文
5,018.510 西i震波郡福岡町 。 高 広 次 平
4, 6 4 1.7 4 0 下新川郡入善町 。 米 沢 与三次
4, 5 9 0.8 8 5 婦負郡速星村 。 浅 野 長太郎
4, 3 4 3.5 0 0 高 ！司 r!J 商 平 育E 五兵衛
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4, 2 6 :r6 8 5 高 間 市 高 菅野 伝右ヱ門
ゑ474.730 上新 i郡新庄町 ク 金問 又左エ門
3, 2 3 2.8 6 5 ?/ 東岩瀬町 ’M 畠 山 小兵衛
3, 1 7 2.8 2 0 富 山 市 4砂 中 国 清兵衛
3,040.370 射水郡守山村 。 橘 清治郎
2,747.320 婦負郡百塚村 農 内 山 松 世
2.740.625 r<吉 同 市 商 木 善言 太郎平
2.631.175 婦負郡保内村 農 岩 林 梅太郎
大正 7 年
円
農9,657.130 東穂波郡柳瀬村 佐 藤 助九郎
7, 2 3 5.8 7 0 高 岡 市 商 平能 伊右エ門
6,599.900 下新川郡入善町 農 米 沢 与三次
5,588.200 上新J! I郡東岩瀬町 高 馬 場 道 久
5, 5 2 2.8 2 0 射水郡守山村 。 橘 i脊治郎
5,035.950 高 同 市 今 大 土平 富次郎
4, 8 0 1.4 0 0 西璃波郡福間町 農 をFき百r せ三 次 平
4, 5 8 9.0 1 0 上新 J1郡東岩瀬町 蕗 米 国 元吉郎
4, 2 3 1.9 6 0 東穂波郡福野町 農 田 中 清 文
4, 0 4 5‘2 9 0 t主 岡 市 商 平 古巨 五兵衛
3, 8 8 5.1 2 0 富 山 市 4シ 中 国 i管兵衛
三783.490 ?/ イ少 蓮 沼 安太郎
3,742.300 高 i蒋 市 1' 菅野 伝右エ門
ゑ518.110 今 ?/ 木 津 太郎平
三185.450 上新川郡新庄町 φ 金問 又左エ門
大正 1円4 年
2 5, 5 6 4.9 2 0 東穂波郡柳瀬村 農 佐 藤 助九郎
1 0,8. 2 4. 5 5 0 下新川郡入善町 今 米 沢 与三次
号84 4. 8 3 0 上新川郡東岩瀬田T 言寄 米 田 元吉郎
8.738.270 富 山 「白 0・ 蓮 沼 安太郎
8,038.140 中新川郡滑川町 請負業 カ日 藤 金次郎
8.430.290 富 山 市 高 中 田 清兵衛
る， 769.500 西穂波郡福岡田T 農 lb・さTG 広 次 でTr, 
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ι，6 4昂l1 0 上新川郡新庄町 商 金岡 又左エ門
Z58Q.530 富 山 市 今 須 国 藤次郎
5, 9 5 6.5 5 0 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎
6, 1 7 4.7 0 0 射水郡守山村 4シ 橘 清次郎
5, 8 3 4.9 5 0 東研震波郡福野町 今 回 中 清 文
5, 0 8呪： 88 0 上新）1郡東岩瀬町 商 畠 山 小兵衛
5,053.580 にお新川郡滑川町 4シ 佐藤 仁左エ門
4, 8 1 4.9 6 0 I宵 同 市 今 菅野 伝右エ門
5, 0 7 0.8 2 0 居正口士田~ 山 市 太物商 一 井 治 平
4, 6 8 0.4 7 0 高 問 市 酒造業 荒 野 権四郎
4,5 6 5. 2 3 0 婦負郡速墨付 ノ.£.スJ、 吏 井 上 、清 孝
3, 7 5 2.0 7 0 上新J1郡東岩瀬町 漁 業 森 正太郎
3,712.760 東璃波郡庄下村 2昌弘、 吏 根 尾 宗四郎
五220.310 fロ司 問 市 金銭貸f様 片、問 若太郎
ゑ176.720 射水郡新湊町 漁 業 八 島 八 良E
2,998.010 言f珂さず 岡 市 会社員 木 津 太郎王子
2, 9 9 5.3 2 0 下新川郡道下村 農 活凶ヰ 欽太郎
2,8 8 8. 9 8 0 上新川郡新保村 ィテ 高 占』4主' 一 直E
2. 8 8 1.9 1 0 高 同 市 金銭貸付業 メ宜ヘ 国 眉 丈
2,779.260 中新川郡西水橋町 :L下a、 吏 石 金 長四郎
2, 7 0 4.1 0 0 → ［＜＇る 間 市 金銭貸付業 井 上 東 策
2 6 0 1. 8 6 0 東関波郡池田村 農－ 桜 井 宗一郎
2,5 5 6.2 0 0 下新川郡石田村 -A 、－ 吏 浜 松 与八郎
2, 5 5 0.8 2 0 富 山 市 売薬業 長谷Jl 伊三三郎
2, 5 3 9.5 1 0 射水郡水杉町 醤油醸造業 片 口 安太郎
2,4 8 8，ヲ 20 富 山 市 紙麻商 大 場 彦三郎
2, 4 7 6.5 4 0 下期郡泊町 農 草野 孫右エ門
2,308.940 東略波郡五鹿屋村 今 間 本 八戸 平
2, 2 7 5.5 4 0 上新川郡山室村 今 震 主,ill.主 伝四郎
2.275.020 下新川郡若葉村 :L示A、 吏 西 回 厚 良
2,209.680 氷見郡氷克町 海産物業 堀埜 与右エ門
2, 1 8 6.4 5 0 射水郡新湊町 漁 業 袴 信一郎
1'136.230 4シ 牧野村 農 ；.石w 脇 孫 A 
2.057.530 東璃波郡福野町 酒造業 山 国 正 年
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2. 0 5 2円. 0 1 0 iZ'i腐波郡播生村 蚤 加資産 四 民日
2,03Z500 下新Jl郡魚津田了 肥料商 高 野 由次郎
1, 9 6 3.5るO 上新川郡東岩瀬町 漁 業 縄 栄次郎
1, 9 5 6.6 6 0 中新川郡東水橋野了 売薬業 石 黒 七 次
1, 9 3 0.8 4 0 射水郡海老江村 農 中 西 清 八
1, 9 2 3.8 0 0 婦負郡鵜坂村 ~ 岡 崎 佐次郎
1, 9 0 2.6 9 0 上新川郡奥閏材 。 竹 江~刀 寛
1, 9 0 0.0 3 0 下新川郡三日市町 酒造業 出 田 六郎平
1, 8 9 9.9 6 0 宮 山 市 呉服高 大間知 喜一郎
1, 8 9 6.6 9 0 予定穂波郡出町 麻布蕗 神 田 七次郎
1, 8 9 4.7 1 0 射 71<郡下関村 農 南 林 仁十郎
1,866.100 I埼 向 市 呉服商 盤 若 伊 子
1, 8 5 1.2 7 0 西腐波郡石動町 米 商 岡 本 吉次郎
1, 8 4 9.1 7 0 下新川郡入善町 会社員 竹 内 啓 一
1, 7 9 9.5 4 0 富 山 7行 売薬業 藤 井 諭
1, 7 8 5.2 4 0 射水都新湊町 農 r首L噂 林 彦九郎
1, 7 7 6.9 9 0 婦負郡熊野村 砂 舟 木 良 材
1,749.030 下新 J1郡村格対 ク 寺田 孫右エ門
1, 7 2虫53 0 富 山 市 質屋業 永 井 正一郎
1, 7 2 3.6 2 0 高 岡 ：声 毛皮商 木 下 市三郎
1. 7 1 1. 6 1 0 射水郡横田村 農 堀 一 ｛乍
1, 6 6 5.1 4 0 富 山 市 問屋業 蓮 沼 友次郎
1, 6 6 0.5 0 0 氷見在、氷見町 醤油醸造業 本 JI! 藤三郎
1，る 55. 3 9 0 射水郡新湊町 運送業 金 木 喜－ 作
1, 6 3 6.5 7 0 I局 間 市 海建物語 荻 布吟 宗四郎
T，る 30.750 。 菜種商 井 上 一ノ」、
1, 6 2 0.2 0 0 射水郡横田村 公 更 堀 豊
1, 6 1 7. 4 4.0 今 大江村 農 竹 内 喜 子、
1, 6 1 4.7 2 0 今 伏木町 廻送業 栗田 喜左エ門
1, 5 5 8.1 1 0 高 間 市 会社員 藤 平 長 門
1, 5 4 7. 1 6 0 上新川郡豊臼村 農 赤祖父 牛 松
1, 5 4 5.3 7 0 西矯波郡伊出町 ク コ口』 国 仁 平
1, 5 4 4.3 1 0 一rt」主 関 市 。 樋 ロ 主幹 助
1, 5 3 1.1 7 0 西稿波郡高波村 イシ 江 て・＂1‘「・ 与三三平
128 -
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吏1, 4 9 0.5 7 0 中新川郡東水橋町 ノiス-' 小松 武石エ門
1, 4 8 5.4 9 0 東磁波郡東般若村 イ少 菅 野 結 次
1,477.950 射水郡小杉町 4 老 回 伊三郎
1, 4 6 8.4 8 0 4 。 農 松 長 茂
1, 4 5 4.4 0 0 西覇者波郡西野尻村 イ？ 富 回 茂 正
1, 4 5 1.1 9 0 婦負郡熊野村 。 舟 木 定 治
1, 4 2呪74 0 射水郡海老江村 4 長 沢 長 1、d旦fと
1,427.370 婦負郡百塚村 今 内 山 桧 世
1, 4 1 1.5 0 0 中新川郡滑川町 三等郵便局長 関 取 政次郎
1, 4 0 7.8 2 0 射水郡大島村 貿易商 新 井 政次郎
1, 4 0 3.9 5 0 下新川郡大布施村 農 森 丘 凡,,. 平
1, 3 9 9.3 9 0 上新川郡堀川村 dシ 平 井 嘉 之
1, 3 9 7. 9 0 0 富 山 市 金銭貸付業 向 拶H 重一郎
1, 3 7 3.3 5 0 中新川郡高水橋IHI 肥料商 藤 木 治郎平
1, 3る3.4 9 0 西舷波郡松沢村 農 r首み喝 I疋= 成
1, 3 5 4.5 1 0 氷見郡熊野村 酒造業 片 折 十次郎
1, 3 4 9.6 8 0 高 岡 市 イ少 一 谷 長八郎
1, 3 4 1.8 6 0 上新川郡熊野村 農 安 井 文 雄
1, 3 3 7.9 2 0 高 岡 市 4シ 堺 幸
1, 3 3 5.5 4 0 下新川郡横山村 今 広 J 1 周 造
1, 3 3 0.9 0 0 射水郡小杉町 鶴治醸造業 結 域 孫四J!IB
1, 3 1 4.9 8 0 氷見郡氷見町 酒 造業 湊 嘉平次
1, 2 9 3.0 0 0 東腐波郡庄下村 差是 島 回 兵四郎
1, 2 8 1.7 5 0 富 はj 市 小間物商 太 国 米太郎
1, 2 4 1.7 5 0 嘱波郡太田村 農 安念次郎左エ門
昭和 7 年
7.966~520 東穂波郡柳瀬村 会社員 佐 藤 助九郎
6,912.150 中新川郡滑 J1町 請負業 カ日 藤 金次郎
5,169.300 d邑~ 山 市 薬種商 中 田 清兵衛
4, 7 4 4.5 6 0 4 無 耳哉 蓮 沼 安太郎
4, 3 3 0.1 0 0 上新川郡東岩瀬町 肥料商 米 田 元吉郎
ゑ934.530 品 同 市 毛皮商 木 「 市三郎
3,852.900 。 金銭貸付業 Jι1 _, 問 若太郎
- 12宇一
日 82~5 9日 上新川郡新庄町 菜種商 金問 叉左ヱ門
3,314.970 震 山 mηヰ3ー・ 砂 糖商 須 田 藤次郎
三218.570 西穂波郡福岡町 農 問問J 広 次 平
3,048.110 下新川郡入善町 。 米 沢 与三次
2,679.430 婦負郡速昼村 ク 没 野 武 雄
2,5 5 0. 7 8 0 上新川郡山室村 4少 貴 堂 伝四郎
2.393.390 中新川郡滑川町 肥料商 斎藤 仁左エ門
2, 3 1 6.1 5 0 宮 山 市 売薬業 藤 井 諭 一
2, 0 3 4.9 6 0 東穂波郡庄下村 農 根 尾 宗四郎
1, 8 9 2.1 3 0 上新川郡東岩瀬町 会社員 畠 山 小兵衛
1, 8 5 4.9 7 0 東f焼波郡福野町 農 国 中 清 文
1, 7 7 1.2 5 0 中新川君B茜水橋町 肥料商 石 金 長四郎
1, 6 8 4.8 7 0 写さr 同 市 会社員 菅野 伝右エ Fそf賢司
1, 6 5 9.4 6 0 東儀波郡山野村 ク 菊 野 久太郎
1, 6 4 8.6 2 0 上新J1都新保村 農 局 A占L~ 売 づ口= 
1, 5 3 3.9 5 0 射水郡宇山村 会社員 橘 林太郎
1, 4 3 0.4 1 0 上新川郡東岩瀬町 漁 業 宮 城 彦次郎
1, 3 9 6.3 2 0 高 間 市 農 堀 一 f乍
1, 3 8 3.5 5 0 東宮高波郡井波町 建築請負業 松 井 角 平
1, 3 5 1.3 2 0 。 庄下村 ~ 吏 島 回 兵四郎
1, 3 1 8.7 1 0 ’シ 池田村 農 桜 井 宗一郎
1, 2 7 7.6 1 0 下新川郡生地町 ノふλ、 吏 漆 間 唯 一
1, 2 5 0.0 0 0 高 間 市 農 金 回 庖 丈
1, 1 7 9.9 4 0 富 山 市 油 商 石 黒 岩太郎
1, 1 5 1.9 5 0 東璃波郡福野町 酒醸造業 山 国 正 年
1, 1 4 7.0 2 0 高 岡 市 会社員 木 津 太郎平
1, 1 4 4.8 9 0 下新川郡英国村 今 谷 欽太郎
1, 0 8 6.5 3 0 ~ 魚津町 肥料商 高 野 由次郎
1, 0 7 5.4 9 0 上新川郡奥田村 '.l、2、 吏 竹 島 寛
1, 0 7 4.1 9 0 下新J! I郡石田村 。 浜 松 与八郎
1, 0 7 3.6 9 0 。 治iHT 農 草野 孫右エ門
1, 0 5 4.2 0 0 東開波郡出町 織物商 宇中 自 七次郎
1, 0 5 3.2 4 0 4少 五鹿墨付 農 間 本 ／＼、 平
1, 0 4 8.3 0 0 震 山 市 織物商 大間知 喜一郎
- 130 ー
1, G 3 fろ 0 下新 Jii郡入善ilj 請負業 米 沢 ザ民＇； －寸L工ー 品白r主' 
1, 0 2 3.2 3 0 東穂波郡井波町 蚕種製造業 毘長 ？只 正三郎
1, 0 0 0.0 3 0 "'" 畠 山 7守 紙 商 大 場 彦三郎
993.140 射水郡作道村 農 本 林 均
970.240 下新川郡若栗村 '.J下λ、 吏 西 国 淳 良
963.180 z邑』 山 市 薬品商 並 木 i管 七
958.070 西璃波郡植生村 農 加賀屋 四 長B
950.970 東嘱波郡出町 会社員 神沢 新右エ門
946.830 射水郡小杉町 醤油醸造業 片 口 安太郎
939.420 局 岡 7ぢ 雑貨商 野村 太＝次郎
930.790 富 山 市 砂糖商 堀 甚 七
927.280 今 貸 家業 蓮 沼 友次郎
918.970 ク 売薬業 志 甫 常次郎
ヲ16. 2 2 0 氷見郡氷見罰了 醤油醸造業 本 J 1 藤三郎
913.040 富 山 市 薬種商 経 井 伊兵衛
911.460 下新J1郡村絡村 よf下み、 吏 寺田 孫右エ門
ヲ03.030 位邑三ェ， 山 市 金銭貸付業 写fc生司デ 柳 重一郎
900.990 。 金物言語 ＂《Z、 岡 忠 冶、
8 8 z 2 7 0 中新川郡舟橋村 農 野村 長右エ門
8 8 4.3 9 0 ，》 東水橋町 売薬業 石 黒 七 次
8 8 2.7 2 0 射水郡海老江村 農 中 西 清 ノ＼
870.950 問E J 同 市 ク 樋 口 幸 助
870.820 ク ~ 堀 豊
8 4 4.7 2 0 西日感波郡石動町 会社員 岡 本 吉次郎
8 3 5.2 .60 東璃波郡城端自了 料理店業 黒 Jf { 由次郎
829.750 下新川郡泊町 三等郵便局長 中 J 1 寛 治
823.960 上新川郡東岩瀬町 会社員 森 正太郎
807.630 ～ 「口司 問 市 農 南 林 仁十郎
799.100 婦負郡鵜坂村 砂 間 出辱 佐次郎
791.910 東嘱波郡太田村 。 安念次郎左エ門
7 9 1. 3 9 0 西穂波郡福岡町 三等郵便局長 上野 兵左ヱ門
781.880 上新川郡婦Jil!ET 売薬業 五個 野 定次郎
781.570 局 間 オ7 農 堺 幸 一
7 7 z、72 0 中新川郡滑川町了 三等郵便局長 J.i侍b1 取 嘉三郎
1 3 1ー
7 4 8.円5 1 0 射水郡｛乍道村 長量 荒 子杖 泰
746.880 ？富 山 市 料理店業 八 ユ仁 宗一郎
732.830 。 金銭貸付業 永 井 庄一郎
7 3 0.6品。 イ少 小間物商 太 国 米太郎
7 1 2.2 " 0 西穂波郡石動町 沼造業 高 国 清太郎
7 0 5.8 7 0 氷見郡氷見町 4シ 湊 嘉平次
7 0 5.3 9 0 東穂波郡東般若村 ノJ乙1〉、 吏 菅 野 祐 次
702.900 中新川郡東水橋町 今 小松 武右エ門
6 9 4;8 1 0 射水郡大江村 重量 う守 内 喜 平
る94. 5 4 0 富 山 市 売薬業 阿 音E 初太郎
693.600 射水郡海老江村 農 長 長 造
685.170 向 問 市 会社員 喜義 平 長 門
6 8 2.6 4 0 婦負郡熊野村 民.o:-. _ 7む 木 定 f合
6 7 7.ι9 0 射水郡小杉町 醤油醸造業 結 城 孫四郎
676.840 富 山 市 呉服商 tr 崎 正太郎
674.060 。 金銭貸付業 奥 野 徳、 平
657.410 東橋波郡北般若村 農 大 井 長 平
6 5 5.1 5 0 上新川都新保村 ~ 津 野 幸 作
6 5 4.3 6 0 婦負郡神明村 ク 若 林 松太郎
653.300 西璃波郡福光町 呉服蒲 吐Eコ＝ 江 作太郎
る51.940 射水郡小杉町 。 老 国 伊三郎
649.890 氷見郡台員無村 ~ 造業 片 折 十次郎
6 4呪03 0 下新川郡横山村 農 広 J 1 周 造
646.290 中新川郡音杉村 有織牧製造業 紹 J 1 庄太郎




金田 扇 丈 商 高 岡 市 1 7 5町
菅野 伝右エ門 商 Ii毛 I勾 市 1 6 8町
高 広 次 平 有 西穂波郡福間包丁 1 6 5 ilT 
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ti£ 清治郎 （銀行業） r~右 同 市 1 5 0町
木 津 太郎平 商 高町間 市 1 4 9町
回 中 ご宿 文 無 東璃波郡福野町 1 4 2町
佐 藤 助九郎 （詩負業） 東璃波郡宇！Jp瀬村 1 3 9 宮下
菊 野 ふ み 無 東璃波郡山野村 1 0 5町
中良 尾 宗四郎 （銀行業） 東防波郡庄下村 1 0 2町下
坂 田 秋 生 農 E宣穂波郡埴生村 8 5 !HJ 
桜 井 宗一郎 無 東眠波郡油田村 7 2町
南 慎一郎 （弁護士） 高 問 市 6 9 田了
荒 野 権四郎 （酒造〉 r~コ•] 間 市 6 5町
南 林 仁十郎 農 IT! 問 市 6 1町
加賀谷 四 虫E 農 西南波郡埴生村 6 0町
間 本 八 平 無 東嘱波郡五鹿屋村 5 宇田r
片 口 安太郎 （醸造業〉 射水郡小杉町 5 9町
中 西 エf円お 八 農 射水郡海老江村 5 8町
i'コ"' 回 仁 平 （会社員） 西穂波郡戸出町T 5 5町
江 て-r 与三平 農 西穂波郡高波村 5 4町
岩 Eあ 孫 八 （銀行業） 怠 同 市 5 4町
安念次郎左エ門 無 東1震波郡太田村 5 2町
J寸. 井 兼 τti 農 高 f向 市 5 2町
本 林 均 無 射水郡イ乍道村 5 1町
米 沢 与三次 無 下新川郡入善町 4 1 6町
米 田 元吉郎 商 富 LlJ 市 2 5 2町
馬 場 正 治 無 出品 山 市 2 0 7町
竹内弥ニ右エ門 無 下新川郡入善町 2 0 6町
内 野 信 一 （会社員〉 富 斗J 市 1 6 6町
島 山 小兵衛 （会社員〉 富 山 市 1 4 5 附了
渋 野子 長太郎 農 婦負郡婦中町 1 4 2 !!"[
斎藤 甚左エ門 商 中新川郡滑川町 1 3 9町
蓮 沼 安太郎 商 宮 LlJ 市 1 3 0宙r
宮 域 彦次郎 （会社員） ~ L!J 首7 1 2 5 回了
井 上 清 孝 7襲 続負郡婦南町 1 1 4 J汀下
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浜 キゑ 与三嗣 無 下新j1郡桜井町 1 0 0 i!1下
浜 松 与八郎 （公吏〉 下新川郡桜井町 9 0 I可
金問 又左ヱ門 （薬種業〉 ι毘う 山 子行 8 8 IBT 
谷 欽太 ~5 農 下新JII郡道下村 8 3 fil下
竹 内 啓 一 （銀行業） 下新J1郡入善町 8 1 r:i-下
i奇 堂 一 長E 農 上新j1郡新保村 7 s BT 
池 国 定 知 農 下新川郡桜井町 7 6町
西 回 厚 良 （公吏） 下新Jl郡桜井町 7 4 ＇＂了
草野孫右エ門 農 下新JiI郡泊町 7 2 fil下
T主笛3］ 野 由次郊 商〉 下新 JiI郡魚津町 6 9 位了
広 JI! 周 造 農） 下新J1郡横山村 6 9首τ
寺 国 孫初郊 農〕 下新川郡桜井町 6 6町
金 山 従 主事 農〉 中新 J1都立山村 6 6 fiT 
石 黒 七 次 商〉 中新J!I郡水橋町 6 4自T
間 u碕 佐郎虫5 f，当玉｝ 婦負郡婦中町 6 0后T
舟 木 良 材 ( 農 婦負郡熊野村 6 0町
舟 木 定 治 長 婦負郡熊野村 6 0貯「
石 ヨ；－工. 長四郎 百筆 中新川郡水橋町 5 9 DJ了
,vr 島 寛 最 富 山 市 5 6町
谷 龍 蔵 （医業〉 下新川郡横L村 5 5 a!T 
森 丘 覚 平 長差 下新JIi郡桜井町 5 6 !ilT
鬼 原 秋 義 農 下新川郡新屋村 5 3町
r.p J 1 寛 ｛告 （会社員） 下新川郡泊町 5 1町
若 林 為太郎 差是 婦負郡音JI村 5 1勾
小松 武右エ門 高 中新川郡7J<僑町 5 1町
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第 1 章 舟橋村の地主届と他産業との関連
舟橋村 県税、村税、毎戸等級 a村会記録』より）
第 1表 明治 33年度 第 2 表 明治 39年度
前年度 本年度 3 4年度！予算
野村長右エ門 5戸 5声 5戸 野村長右エ門1 5.1戸｜ 5.1戸
士註原費支を 4 4 4 塚原義是正1 4 4.1 
松田三郎 2.2 2.2 2.2 杉田 八良佐ニヰ門｜ 2.9 2.9 
杉田 八民佐コ門 2.5 2.5 2.8 松田政保l 2.1 2.1 
補 図健まE 2 2 Ef Jfl 栄次郎i 2.1 2.1 
三鍋泰一 2 2 2 肝移吉平i 2.1 2.1 
竹嶋 i管平 2 2 ι つ 酒井平事実l 2.0 2,0 
酒井平成 2 2 2 二胡泰一｜ 2 2 
吉川学専右エ門 2.2 2.2 2.1 森麟嘉十郎i 2 2 
森崎禰平 2 2 2 森崎孫平｜ 2 2 
野哲吉平 ワ 2 2 古田勝次郎l 2 2 
明和伊兵エ 2 2 2 稲隠健清i 2 2 
吉田勝次郎 2 2 2 立回 方右エ門｜ 2 2 
立自万右エ門 1.8 1.8 2 中田芳次郎i 2 2 
野越初太郎 1. 6 1. 6 1.5 竹島安次郎i 1.9 2 
森 l崎嘉十郎 2 2.1 2 明和伊兵エ｜ 1. 9 1. 9 
竹 Ui鳥宗七郎 1. 9 2 1. 9 金森武右エ門l 1. 9 1. 9 
塩医与三辺 1. 9 2 1. 9 島田久作l 1. 9 1. 9 
松田平三郎 1. 9 1. 8 1.8 野越与次郎！ 1. 9 1. 9 
松田角次郎 1. 7 1. 8 1.8 森崎初次郎i 1. 9 1. 9 
塩原嘉右ヱ門 1.8 l 1.8 竹島宗七郎i 1. 8 1. 9 
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第 5 表 明治 3 3年度 祭税仲買商税
金 60銭 竹 鼻巴 竹 i頼 与四郎 土地．建物仲買
If 海 老 江 鎌4 Jf ! 作次郎 土地．家庭仲買
” I 常時 王子右エ門
" f 山 産 イ山次郎 屋 摂 板
I ／？ 山 ）干4 金次郎 酒！菜、英子
I f 杉田 八E駐ヱ門 杷料、立山潟泉
!I 下 国 Z霊 濁 j:jニ 健 f今 米屋、精米、製粉
I I 佐 渡 果次郎 売考妻、学校用品販売
I 古海老 iT 前 四 与 桧
I 丹子 橋 松 回 幸次郎 人力車引き（富山一上市）
H I 浦 7青 τg フτ三巴＝ 薬
" " 竹 ~~ 再審次郎
I " 村木 甚右ヱ門
金 70銭 I 酒 井 安 平 とうふ、醤油、菓子、小店
金 50銭 I 榊 ！京 常次郎 選 3τまZ~ 寅
I 東 芦 森 五 王子
言十 2円 40銭 1 6人
（注 右欄の商業の内訳ば、間取タ lセエり記入したもの）
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第 4 表 明治 33年度 県税務士税
金 2 5銭 東 円＿，.・ 原 季、 回 i守四郎
fl 舟 橋 渡 辺 校次郎
I 竹 内 土 井 イ山次惚
／ 東 芦 原 中 田 浅次郎
令 2 4鏡 丹干 橋 野 H特 五 助
金 2 6銭 竹 内 円ー一？ー 回 ？原 車長
令 2 5銭 東 声 原 森 d停 伝 平
i 海 老 江 言； 鯉 平右門
fl 位、 生 寺 格 明 久 平
" 海 老 在 意気 J 1 作次郎
I 東 芦 原 ュ竪 道 虎次郎
I 海 ：者 江 士 m~ 桧次郎
fl I 明 手目 浅次郎
fl ft;f 芦 i烹 長 瀬 カ次郎
I " 1 自奈 万次郎
" 仏 生 寺 存 理聖 鶴次郎 仲 員
" I 桧 下 直次郎
” 広’ 4急 田長 て亡と1 
言十 4銭 5 0銭 1 8人
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第 5 表 舟橋村 上位土地所有者の推移 （劫和名寄隈よP作成）
M 4 3. 4 4. 4 5 T 4.5.6 'l 1 o. 1 1 
f盆 L「EヤA- 義 孝 1 5 0反20 3 1 2 1反 30 8 
一
、、 ナ
T 1 1. 
ドー 司ーー ← R 4.F買41 5 
事長 定 5反 82 0 
警手 キサ 長右エ門 1 4 7反 10 5 1 4 7反 10 5 T 1 2.6 1 4 7反31 6 
白1色 命 6 2 JS之82 7 
T 1 o. 
王立KLlJL_
トー
杉 田 八郎左ヱ門 7 0反80 0 7 5反 50 4 
トー一一一一一一ー～一一一
"'c:土T' J 1 栄次郎 4 7反 40 6 4 8反る 23 
善右エ門
野 越 '! 二マ 平 4 4反 60 9 3 0反 80 0 
野 越 与次郎 4 2反 11 2 2 6反 61 7 
ト
T呪5
喜 義 4反 72 4 ？反01 1 
立 問 万右エ門 4 0反92 2 3 3反 30 0 1 3 3反 70 3 
トー司ー－時 いゆ命司”ー』
鍋 泰 4 0反 52 2 4 0反 52 2 
s 2.5. 1. 
泰 霊長 4 1反 02 2 
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s ι s 1 2 s 2 0 825改革前 s 2 5改主主後
6 6反51 6 5 3 f支62 0 5 2反81 7 5 2反 20 0 1 4反 30 8 
5反01 1 5反 42 7 1反 71 7 
s 3. 1 a 2 5 3反20 7 2 5 3反30 2 821.11.1 2 4反31 7 254W710 78fi7912 
長 多
s 1呪7.1 
3反 6a s ・? 9 Fil ? nι 
隣 子 821.11.1 a. 1 2 8 43fi7626 
正 子 2 4反 60 2 8 2 3 
信 子 6反81 1 0. 7 0 9 
一
キ 岳、 3 9反32 5 2. 8 1 3 
とし子 4 7反20 4 0. 2 2 3 
厚 斉 0. 2 1 4 
杉田昭久（孫）
s 2 5. 4. 1 
6f£.62Z 
5 4反21 2 s 1呪 改主主後
5 4反10 5 2 3百 81 5 
野理正一〔孫）
s 2 5.4. 1 
7反日 00 
T 1 4.4. t s 1 3.1 
1 E応 52ーも 1弓JV5 ？る 1 2反91 6 
野哲義雄（孫〕 5反 10 9 
3 7反 41 2 s 8. 3. 1 1 4反 70 4 4 a万 11 4 
立田義一 1 6反 31 1 
8 z 1 2. 1 
4 1反21 1 s 1 8.1 2. 1 42iV403 39fi70 0ι 1 7反 50 4 
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M4ミ44. 4 s I T 4. 5. 6. 
金 羽ウ升てミ三 武右エ門 3 9反 50 2 T 2. 3 9反 00 3 
カ次郎 5反 71 5 T2 5反品 19 
文 電設 5反 62 1 
1 L'. 
7反 92 1 
竹 島 宗七郎 3 9反40 3 3 9反 11 4 
、清 一
清 イ乍
稲 国 文 平 3 8反 12 9 
T定 原 嘉右エ門 3 7反 62 9 3 7反 60 0 
菊次郎 4反00 0 4反 00 0 1 5反52 3 
明 f D 伊兵エ 3 5反 61 2 2 9反 90 2 'l 1 4. 5. 1 2 0反 71 7 
車問 孫 －ノA、． 3 4反 42 0 3 4反 42臼
古 国 勝次郎 3 3反 61 4 2 9反92 2 
勝 f台 T虫1.1 2 9反 71 9 
錆 徳、次郎 3 2反 71 8 2 7反2・1 6 
T13.10.1 長 コ仁bl 
2 5反 10 7 
森 崎 初次郎 3 2反 62 8 T2.8.15 T8.1.1 3 3反 62 3 3 5反20 9 
嘉 r; T14.4.1 8反 60 5 
稲 国 与七郎 3 1反 9D 9 I ιT 2.5. 3 D 4 4反 72 7 
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s 。寸－・ s 1 2 白人J 2 0 s 2 5改輩前 s 2 5改業後
明雄（文哉の子） 830.6.6 4IV612 
。反02 1 
s 9.4. 1 811.11.1 825.4.1 s 25.4.1 829.6.18 
2 0反 31 5 1 7反52 2 1 9反 12 1 1校 415 1夜 414
未（滑作の奏） 821.11.1 1反 60 4 
83.10.1 3 5反 10 6 3 4反 60 8 2 2反 40 7 3 4反 12 9 
4 4反50 3 2 6反 10 3 s 1 6.呪1 825.4.1 825.4.1 1 2反 90 7 1 2反 91 3 1 0反 32 0 
喜代治（菊次取市 1 4反21 1 1 3反20 9 
1 1反 02 8 
明示日清隆 P反 61 8 
s 8.1. 1 s 1 1.4. 1 
2 3反 20 0 3 4反 72 4 3 6反32 8 
／古田勝晴 84咋 7反51 7 
3 2反 71 3 勝 治 "-I 勝利 1 5反 72 6 
3 0反01 9 s 1 3.1 2 3反40 9 3 1反40 2 
83.1 0.1 s 1虫
1 8反 92 3 2 9反42 2 2 9反 42 2 
87.1.1 
嘉信 6反 11 4 1 4反70 7 
s 5.9. 1 S呪2.1 s 1 1.4. 1 811.2.1 
3 8反 71 2 2 0反21 4 7反50 5 2反22 9 
健 ず台 813.4.1 5反01 5 4 Fi2 1 6 
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←ー
M43.44.45 T 4. 5. 6 T 1 0 
竹 長主 モ金次郊 3 1反日 29 3 6反 70 5 
T11.3.1 
4 9反90 8 
す空ま 品集
一 二1ア－eロCl 原 与三辺 3 0反 70 1 3 0反 81 6 





桧 回 政 保 1反 62 4 
' 
ス ズ 2 8反92 5 
政 徳
桧 回 角次郎 2 9反日 02 2 9反 10 2 
徳 平
松 回 平三郎 2 7反 72 5 2 7反 82 7 
秀 雄
喜事 国 梅次郎 2 7反 5.1 4 3 0反 30 3 
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守、二〉、唱 ι s 1 2 s ' 2 0 s 2 5改輩前 s 2 5改主主後
一
810.12.1 6 4反 11 8 
9 0反 40 6 8 7反 22 8 8反00 5 
821.11.1 
2 8皮 00 7 15f¥Z316 
s 5 S官 11. 1 s 1 9 2 9反70 4 
3 1反 90 4 3 1皮 82 2 3 1反82 2 
一一 一一一一一一
7反41 7 
s 1 0.4. 1 
7反51 1 7反 51 1 
3 5反 80 9 5 3反81 6 4 8反 01 8 2 7反81 2 
3 4反 02 7 
813.1.1 
3 3反 80 8 3 4反 60 7 1 8反 72 2 
s 5.8. 1 81 3.1.1 s 1 9 




1 4反 71 6 
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和一一 一
T '4 5. 4 4. 4 5 T 4. 5. 6 T 1 0 
高島 国 久 作 2 4反42 5 2 1反90 5 
ト キ 1 4反 51 8 
点 一
明 'f日 久兵エ 1 6反 31 1 
号電三松
T 3. 4. 2 O T 5. 6. 2 O 
4反 50 4 1 9反 52 8 
主笠ー 車需
T 1五10. 1 I 
1反 31 9 
～ 146 -
sι1 2 s 2 0 S2 5改輩前 s 2 5改：輩後
嶋回静香（楠 ？度41 0 
s 5.1. 1 
。反0[I 7 1 1反n2 s 
S空3.1 
2 6反21 5 
1 3反： : ; : s 4.7. 1 s 1五1.3 0 
3 4反G1 2 3 0反 61 6 3 0反 42 8 1 0反



























内村外40ケ村の部戸長になってま？夕、また明治 13年8月に石川県会議員に当選し、同 19年 5
月まで在職している。当時県会議員に当選するとωうととは、村内のみ左らず、新JI！部でも有数。
名門であったととを物語ってwる0 ;c:色、、長瀬がJ宗会議員をつとめているのは、 ζの明治13年8
月～同 19 年 5 月の~；坊のみである。
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土地所有規模は、平野長格氏［と工れば、明治初年代 7～呂田了の所有規模であり？とと加うが、明治
4 4年7月1日現在の所有規模l士、 1 3反 7とあり、その大部分を失りているととがわかる0 ；また、
戸数割の等級では、すでに明治 33年度では上位20位以内｛ども仕いりてい乏い。
：長瀬の土地を失りた原因は明瞭では念いが烹ら〈政治活動Vてよる失費に工ってであろう。
良峰家は、明治20～3 0年代lてつぶれたといわれるが、幕藩時代は肝煎をしていた名門で、 7 
～8町の土地所有規模であったという。








桜田三郎 （天保 11年生 明治35年5月死亡）
松田家は、明治初年のばんどり騒動の時、ばんどり党一行代会かゆをふるまったととが『村誌J
第二編にでている。 〔p4 3 6) 
三郎の恵子の政保は道楽で、浪費に工りて渋落したQ 明治初期には、 20町位の村内きつての大
地主であったQ 明治33年度の戸数割等級では、 1まな村内第5位にあったから、当時は空7ぞ大地主
であったのたろう Q ととろが、明治44年 3月15日現在では、政保の奏スズは 28反92 5、政






『地租名寄帳Jvてよれば、明治43年4月1日現在で、 0.1 0 3反とあり、全〈土地を失ヮてい
るとと;0；わかる。
清平の土地手離の原因は、明治41年の白岩Jl改修の時代、下請工事をやり、それに失敗したと
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られてめるQ


















千件使はほぼ明治時代で姿を消すととlぞ左る。 （『材誌』第二編、 39 6頁、参照）舟使の衰えると
とは、その安全後背地としての五百石地方と水橋港を結ぶ物資の舟崎場としての舟橋村の地位の寝屋
代つ左がるもοであった。






名君子帳』によれば、明治43年4月1日現在で土地所有規模は 0.1 2 1反Vてずぎ左〈左りている。
平野氏によれば、最盛時の明治2.3 0年代｛どは 4～5町歩の所有規模であったという。
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奪回長三郎氏 （明治 10年5月10日生れで、教え年89才の衰年長の一人）からの間取り に
よれば、平哉の子の健治は精米、精粉業θ舟橋村での元組であり、水橋、新庄、滑Jflの米屡へ精米
した米を送りていたという。前掲第5表代よれば、明治33年度のよ畏税仲買商税支払者の舟橋村の
1 6人のうち酒井健治は税金として 60銭払りているととがわかるQ ととろが、日露戦争前、水橋
の米商人がつぶれたので、そのあなPを〈ヮて、 1湾井家は没手害した。をた健治は、宮山市、高岡市
で開設されてV>fr:_取引所で米の定期相場もやっていて、とれで失敗して＼｛）る。その結果、酒井療は
明治4.4年 7月16BK高岡市へ移住したω （『村誌』 15 6頁）












































回6,9 5 0円、畑 53 0円、宅地21 0円、周旋手数料 1.0 0 0円、工事請負 72 1円70銭、
千魚八百物ゑ 00 0円、立山海泉収入 2.1 0 0円と左ヮていて、多彩念事業活動していることが記
載されている Q とのうち、自のる， 95 0円というのは回の価額であり、田fてよる収入ではなし田
畑による収入としては別に 72 6円と左りている。したがって、干魚八百物つまり肥料商としての
収入の 3,0 0 0円とまた立山温泉収入。 2,1 0 0円という高額が自をひ〈のである。をな、，との明
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明治40年ω一上市税務署の所符調べKよれば、回 4,9 2 0円、世科小売 1,3 D ・O円、荒物卸
























吉次郎の家は、 f青平のか療であり、明治33年度の戸数割等紗の20位以内Iてはもちろん、 39 
年度にも 20併以内？とは入ってい左かった。
明治43年4月1自の土地所有規模は 31反であり、大正9年4月7日でも左会36反』て寸ざを
いQ ととろが、大正 12年には 62反とな夕、当時としては、野村長右衛門、塩原さナlてつく1第三
位D土地所有tて念りている。間和 10年Yては 90反とをり、野村についで第二［ずの土地所有忙なり

































3 3年度の県税仲買萌税や職工税を支払っている人数からも推察される。第5、第4表（ 1 3 8、
1 3 9頁）のどとく仲買税を支払ヮている人数は 16入、職工税を支払っているのは 18人である。
ζの人数は、舟橋村の世帯数がほぼ20 0であるととと比較すれば、か左タ；寄1ハ比率であるとVIワ
て主加。
（注） 戸数は、明治33年度は末詳であるが、『村誌』lと工れば、文久5年（ 1 8 6 3年）
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2 2 3世帯、次iE5年 （1 9 1 6年） 2 0 7世帯、昭和元年〔 19 2 6年） 2 1 1世帝、同和






























5 4人であり、総支払需が32円40銭であるとと、また侍栖村は営業一税支払の等級の 1等は 7円
2 0銭 2人； 2等は T円 4人； 3等は 90銭 6人………等と在っているのKたいして、肝
- 157ー
f離すの場合は、イ中責務税の支払者数ば f5人で支払総額は2円 40銭であるとと、をた支払績の等
蜘土品7tfi7 0銭は 1人、 60鍔 13入、 !:iu督責2人となクていゐ。これからしでも、支払者数、支
払総額、 1人当支お規模からみても、舟伊村は！慣柏村の比でないζとがわかる。えだ、支払者数に
































「営業 1人 舟川啄七 3a 0円
請負 5人 舟川弥七 3a円 増田粂次郎 10円 怯倉儀次郎 3a円
舘鼻力次郎 1 5同 酒非主宰平 5同
行商 5人 市川l赤七、秀格（子） 3 s a円 桧合主義次郎、初次郎（子） 32 0円
舘鼻カ次郎 5 0円J
とあり、行商では、舟川父子は3s a円、校倉父子は 32 0円という、相当高い収入をあげている
のが注目される。古~方の『村誌』8 6頁によれば、明治42年の米1石の傭段は 16円であり、
反当収量は 2.1石である。とすれば、帰川家の行商収入の 3s a円は、
3.5 1円÷16円／石＝ 21.25石
2 1.2 5右÷2.1石／反＝ 1 a反
というととで、ほほ1町歩のう択の収量の傾段？て相当する額である。
























「性 勤倹ノ美徳ヲ具へ1宅リエ費サズ。村中断然頭角ヲ、頭スア以テ目撃ーノ目的トセリ Q J 
「衣寒害フ礎グア度トシ、祝儀櫓礼トテモ綿暇ヨリハ用ヒズ。台紋ノi紋付位ハ最上トセリ。
食ハ年貢米ア上納セシ残リノ粗悪米ア侠うtf:トスノレニヨリ、橋キj竣リス Jレトテ白米ハ半捧ノモノノ






文化十三年 c1 8 1 6年）草高一石ニ究室シ、其後二年、即チ文化十五年、孫平ヨリ草高一石ア買得
スQ 業時始メテ今ノ屋敷ア求人前代フ得タ！Jト。」
とうして、天保九年（ 1 8 3 8年）には、 「合計二子二石三斗余ノ反別ア求メ家蔵ア建九無一






文政8年（ 1 8 2 5年）～明治23年（ 1 8 9 0年） 7 2ォで死亡
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卸し米 33 4石〔 35町歩）
自作米 7 0石 （3町5反 9畝j
その側代
新川銀行券10 0検 f全額払込済 5,0 0 0円）








































「1. 田畑反別 4 8町2反 14畝 （村内 1 4町 7反大正 12年 6月1日）
時価 2 4万円（反50 0円として）
1. 新JI!銀行株！日株 12 5株 6 2 5 0円 時価58 7 5円、
新株 83株 41 5 0円時価29 0 0円
1. 十二銀行株！日株 10株 5 0 0円 時価65 0円
新株40株 1 0 0 0円時価11 a o円
1. 大岩電気株旧株10.6株 5 1 0 0円
新株21 a株 26 2 5円時価50 0 0円
1. 立山製紙株 13株 ι5 0円時価60 0円
1. 立山鉄道株 30株旧 10株新20株 15 0 円時価9o a円
1. 近藤鉱業株 1 0株 1 7 5円時価。
1. 滑川銀行株 i 6株 8 0 0円時価sa 0円
1. 朝鮮事業公債 1 7 5円
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1. 興業銀行債券 2 0 O円
1. 五介利公債 2 0 0円
1. 貯審債券 5 0円〔 10円券5枚） 1 O円〔5円券2枚）
他ニ在庫米 3 5日石代 1万20 0 0円 （3 4円／石として）
大正 11年収入予算
1. 1方50 0 0円
卸米 46 0石 自作米 40石代 （3 0円／石として）
1. 1440円公債株式券 1万80 0 0円配当（年八朱トシテ）
1. 1480円貸金1万14 0 0円年1割5外ノ利息






。代金20 0 0円、肥料収入として 80 0円が記入されている。つまれとの明、治40年当時は、
左b肥料収スは貸金収入と国苛司績でき3ったととがわbるのである。ととろが大正 11年に左ると肥料収入は
全〈計上されて左〈、収入予算計 1万79 0 0円のうち、 1万50 0 0円という B割を上回る圧倒
的比率は寝業収入となりているQ との寝業収入のうち、手作りに工る自作米は 40石であり、卸し
米は 46 0石である。 ζの卸米の 46 0石は、 1万38 0 0円となり、とのを防長だけでも、総収入
予算。7割7分、という巨大在比率忙なる。それに自作米の分が加わって、総収入予算の 8割4介と
いう圧倒的比率となっているvである。残りの2割に足り ;1:い額を、公債株式収入と貸金収入とが





2 0 0 0円諸掛公課
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5 0 0円 2人の子棋学費
3 0 0円 酒代 （柊算 31 0円）
3 5 0円 君子代 （決算 30 0同）
1 0 0 0円太物代（決算 16 5 0円〕
2 0 0円薬代
3 0 0内保険料
2 0 0円 肥料代
5 0 0円 争経費
1 3 0円 ！努袖豆腐代







昭和 11年中の投資額 7 0 5 0 円
昭和 12年中 グ




4 7 0 0円
1万86 4 9円
1万 56 7 0円






他村Vて約 40 !ilf歩（約30町歩は上段、下段、釜ヶ淵村、約10町歩は三毒事駅F付近）むき十 65町
歩の巨大在；護士告を所有し、モー のうち 5CTf歩十土作男2人をつかって手作b耕作していた。農地改革の
































































2, 1 0 0円
1. 1 0 0円
1 2円
f回 1 0 0円
貸 金 る， 50 0円














1. 1 8 8円j
と左っているQ
との回の 2,1 0 0円というのは、国による収入で伐をし同のイ損得であり、帽を含めての間畑？て
よる所得は 10 4円であり、貸令fて工る所得の 78 0円は、貸金6.5 O 0 filVTr主1害U25}V額で
ある。雪て、自の価格2,1 0 0円という出土、 Eれだけの規模であるかは明らかでは左加が、問実
顎lてでている舟格付仏生寺の野村畏右ヱ門の場合と比較すれば、大依推演！附つ〈。野村lてついては、
「イム生ミ与 野村長右ヱ門
? 2 0, 8 1 0同
???? 8 5 0円
"f; 戸~ 地 1 8 0円
~tr: 料 1. 4 5 0同 J
と在ってがり、とれ陀対ーする、所得調査縄は、





1 6 6円 言十 2. 1 1 6円J
と在っている。との田畑所得。 1.9 3 1円という領は、前述した野村家DF悟史のととろで、明治
4 1宇 1月31日立実の資産増構築の中にある卸し米 13 5石の代金2.0 0 0問｛ぐ符合するも0で
ある。ただし、 41年1月31目立案？て段、当時の野村家の貸付金v:t約6,5 0 0円とあるが、 f：市
税卓会署の書類には貸金50 0円とあって全〈桁ち7]>1ρであるカ込とれは、何人的を貸付令のととで
あるから、主持務寒で(r:l十かに杷嬉でき7士かったものであろう。ととろで、野村家の聞の価額の
2 0,8 1 0円l士、どれだけの規模であるか、舟梼村の『地種名苦手帳』 lセ工れ（司、明治441;芋7月1
日の回。所有規模は 14町 7反である。野村の場合、明治40年から 44年までに、か左りの出所
有規模をi努力I]しているが、いま仮りに明治40年当時の所有規模を 14町歩とすれば、林竪この田
の価埼2,1 0 0円は、野村の 20, 8 1 0円のほぼよであるから 林の所有士見模ば 1出J4反歩ぐら1 0 、
円、換言すれば2町来満。所有にすき、たいとと［と左る。舟橋村の平野長松氏の言fて工れば、明治初
年、林家は恐らく 20 0石ぐらい（ 2 0町歩） Di弓持であったろうというととだから、 40年当時
には、すでにその所有地を大部余手離してか九彼。所得源泉。中心は令貸業やその的の手数料か
ら左っているととがわかる。左：芸子、 ;f本豊二7うて県会議員としてでる最後は三回自の明治32年？月～
3 6年？月の時期であれとの 36 5F当時仕をが新川祥行の摂取りをつとめているQ
以上。ととからして、林義二｛立、五百右町の北東fて隣接する寺田村の代表的念名門であったばか






平氏まりき。 J f下編、 2頁）とでてし司る。乏な酒井は、すでに明治13年lτ郵便局設置K努力し、
をた苦言光寺の北側代私立文学会を創立し、町の子弟。教育に尽したととが、『郷土史要』？てでてい
る。 （下編27 6頁）







































与L上の6入が、明治28年1月18日創立総会！＇［ i>＇いて就任した最初の新 ）, ，時行の役員である。
との他に、銀行創設K努力した人として、坂井喜一郎、酒井耕作の名があげられている。 ( r 7k橋


































うa （酒井喜氏lj氏からの閣取り） c M力。程度を示すものは、明治20～3 0年代vc貯の戸数割等
級の割当で、喜助は2‘5悉の地位をしめていたというから、主として商業活動から、 相当大















次vc「水橋手県行45年有終史Jvcでている新川銀行Vて関する記録｛ぞ工れば、明治 36年？月 15 
日の決議vcJ: ti、 36年 12月15日付で資本金10万円vc増資登記をしているが、当時の役員は
次のとbりである。
頭取 林 豊一
取締役 酒井小平 渡辺八郎 鳩 自 伝六
黒田 義秀 小池義務






営み、義秀は 28年 7月、五百石町長Vて就任している。 29年 4月、中新川郡会議員、 3 1年5月
五百石町教育会評議員、幹事に就任。また 34!¥f3月？ては富山県輸出絹駅物同業組合議員に当選し、


































可－ 17 J. -
小池義範







(1 0 fiT）ぐらいであっ犬。土地の伶花、貸家を20～3 0軒：をもっていた。
機業は、 『県統計書写』によれば、明治30年 5月の創業で、 36年末の域主雇用規模は、上。黒
田英秀：［）ととろで述べた工う｛口 1 4ォ以上の男子2入、女子30入、在名、その他V<:1 4オ来満の
男子1人、女子2人で、合計35人であり、当時宜百石町での機業7草干のうちで最大規検であった。





















藤木の土地所有規模は、深見、桧烏の両氏は 10～ 1 5町歩、和田氏は 5～6町歩だというコい
ずれ忙してもか念りの地主であるととがわかる。
高 i江忠右エ門
高江は明治37年 12月15日～ 38年3月25日の寺田村村長であり、土地所有規模は 20 0 




左；！：，~，新川銀行は明治 4 0年 11月15日の決議？てより、 41年 2月8日資本金を20万円に増
資登記をしている。当時の役員は、
頭取 堀田伝六
．取締役 高江忠右エ門 黒田義秀 小池義範
野村長右エ門 清水弥平







金山太次郎は、明治34年 10月7日～38年 10月6日必よび大正5年 10月？日～ 5半 t0 
fj 8日の二期、祭ケ淵村長を務めている 0 2 0町歩所有の大地主














取締役 高江 i滑 f乍 野村長右ヱ門 幾島幸生
清水弥平




幾島幸生は、明治40年 10月14日から大正4年 10月17臼までの上段村村長であり、 15 0 




取締役 堀田久義 野村長右衛門 幾島幸生
清水弥平 金山太次郎
監査役 菅原喜八郎 黒田義秀 斉藤幸太郎
である3 とのうち、新役員として参加しているのは、堀田失義と斉藤幸太郎であるが、堀田久手話は
伝六の孫である。
斉藤幸太郎は、五百石町の人で、郡会議員、県会議員を樫任し、 25 0～3 0 G石〔25～3 0 
町歩）持ちの大地主である。
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黒田主主秀 藤.) fl 辰次郎
である。とのうち、新役員として参加しているのは、藤JfI辰次郎である。藤川は五百石町大窪む人
で、 15 0石c1 5町歩〕持ちの大地主である。




堀 回 久 義 金2万5,d 0 0円
斉 藤 幸太郎 金1万5,0 0 0円
野 村 長右エ門 金1方5,0 0 0円
金 山 太次郎 金1万5,0 0 0円
幾 島 幸 生 王p立、 7, 0 0 G円
菅 原 喜八郎 金 5, 0 0 0円
藤 J 1 辰次郎 金 5, 0 0 0円































以上、われわれは明治28年 12月に開業して以来、大正 14年 7月水橋銀行に吸収合併される


















































口とコ口 名 氏 名 創業年月 廃業年次
羽二重 菅原喜八郎、徳太郎、徳三 M 3 0. 5 (2 9.1 1 〕2 7. 9 
円ム 2年
If 原 伝次郎、数次郎 M 30. 7 (3 0. 5) M40年2 9.1 1 
If 平崎庄作、信邦 M 32. 6 T T年
I 黒田義秀 M 32. 1 0 (3玉10) M 4 0年
If 森与次郎 M 3.0. 5 (2 9. 1 1 〕2 8.1 1 
T ？年
I 藤井義時（明） M 33. 5 (3 2. ~） M 4 1年
／ 2呪1
I 小林六助、政次郎 M 30. 5 (29.11) M 4 1年
If 小泉伝三郎〔安太郎） M 32. 4 (2 9. 1 1) T 3 6年
' 一 I 笠原義光 M 3 ~え 3 M4Q年
I 中田常（＇［買） It 11~ M 3 7. 8 T 2年
／ 佐伯盛信 M 32. 1 O 〔？〉 T 4~三
I 森長次郎 M 4 1. 3 （？〕 T 4年
I 杉原勝次郎 M 42. 3 （？） T 4年
If 筒井織物合名会社 T 6年 T 7年
I 東洋綿織物 KK 'l .7 8 T 8年
I 日本機業KK （小泉安太郎） T .9 年 s 2 !ifミ
I 東野商会（東野勇次） M32.11 〔？） M 3 5年
綿織物 松井義之助 M 3 3. 5 M 3 4年
麻真田 中田常次郎 T 3 年 T 4年
f 小林政次郎 M 4 5年 T 7年
If 藤縄利雄 T 5. 7 T 6年
If 備 健次 T 5. 2 T 7年
f 浦田喜重 T 3. 3 T 7年




品 名 氏 名 創業年月 廃業年次
羽二重 渡辺八郎、繁成（分家） M 2 7. z 《 T 元年
I 渡辺伝右ヱ門（本家） M 28. 4 M 4 0年
I 被辺伝吉（伝右ヱ門の弟） M 3 8. 7 M 4 1年
I 渡辺宗一郎、栄次郎 M 32. 8 M 3 8年
I 波辺長作〔伝右ヱ門の作男｝ M 3 6. 8 M 4 3年
I 秋元竹次郎 M 3 2.10 M 4 2年
’f 秋元源次郎 M 3 6. ？ M 4 2年
， 松沢ォ次郎 M 3 1. ？ M 3 9年
I 東野興次 M 32. 11 M 3 8年
I 村上四郎三郎 M 3 2.1 1 M 3 8年
I 平井与次郎 M 3 4.1 1 M 3 8年
麻真田 平崎信邦 M 4 5. 8 T 4年
上 段 村
品名 名
M 32. 1 2 
氏 創業年月｜廃業年次
羽二重｜ 碓井善四郎






M 3 . 2 .. 8 
M 4 .1 2 
M 4 0年
M 5年
品名 氏 名 創業年月｜廃業年次
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してwたのは 19オから 21オ全での 5年間であったカミ作男としての 1年間の報酬は米3石であ
づた。当時、作男の報酬は、最高で年5石4斗であり、少いものは2石以下の場合もあった。と〈
(IL 1 2、 5オの少年で作男として震われでいる者付、もクと少ν、額であった。つをり作男の 1年間
の報酬は、最高で5石4斗であったが、低いのはきりがなかったという。なか、当時米 1石の俺段
は大体 10円であったから、長作の 1年間の報酬は大体30円であったわけだ。




2 5オで独立して機業をはじめた時、 3年間の賃金として‘伝右ヱ門のととろから 12 0～1 3 0 



















をはじめたのか。 長作加わし 「金の百円や二百円では、回の 1反か2反を買える｛そすぎ左いQ














































県統計書』明治41年12月現在。工場細別一覧Kは、 1 4才以上の女12人を雇用し、 1日の賃
銭は 30銭、労働時間は 11時間、 1年間の就業日数は 28 5日とでている。長作氏の語るととろ
では1人 1ヶ月で羽二重5本（匹）を生産した。 10ヶ月で5日本であり、 1 0人だと年50 0本
の生産であるQ 原料は、羽二重10 0本生産するοf亡、生糸を 25寅使用したという。
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2 5盲
片 x 5 0 0本口 12 5貫
1 0 0本
生糸 1梱Kは？貫目が入ってお‘夕、値段はタテ糸だと ss a円、ヨコ糸だと sa a円。
'1 2 5貫÷？貫／禰＝ 1 4梱
( s a a～s s a円檎）× 14梱＝ 7000～7 7 0 0円


















廃業の時、新川銀行の株券〔50円株〕を 25株もっていたのを、 15株を 1株50円で売り払



































満の女3人で、合計34人を雇用している。職工1日の賃銭は、 1 4才以上は男女」とも 20銭、14 






5 9入、宮川村の橋本機業34入、音杉村の：育、沢機業3 1 人のわずかに 6 機業にすき＇~＼／＞ o とのう
ち上市町の六庄社は羽二重のみならず、製糸業もイ井ぜがと左門てb!>< 1幾業のみでは 30人未満で
あるQ したがって、制噺Jf I郡をとりてみても、 30人以上を雇用する機業は、音杉村の細川機業の


































































































































































































































































M21. 61 M3昨 l製糸！沢井久三郎
(. 池田藤七 IM22. 61 M3s年
広島和七郎き↑ M21. a°'j'：す'M'38年 I 
創業年月｜廃業年次
Mzz 61 Mz伴
I 松岡ー権七 iM25. Bi M41年






















































M 36. 61 M44年
M 28. 6j T 3年
M 2 Z 3 
M31. ?j M44年
M41. 41 T 1年
M41. 41 T 1年
I 清水庄吉 IM24. 61 M31年1
酒井議八郎JM 2Z 71 T 8年自
島田庄三郎 IM41. 41 T' -1年
酒井犠八郎 IM37.7I 
” 松井く告書四郎＇ IMzz ?j・ Mz9年 Ir:耳！ i地問 六庄
平井仙右ヱ門 IM 2 4. 61 M31年！ト麻真田｜斉藤 豊作If 
M 34. I T 3年
T 5.1 2j T 8年
音 杉 村
?
JI I :tj 
製品 氏 名 創業年月 廃業年次 製品 氏 名 創業年月 廃業年次
羽二重 細川次郎左ヱ門2 6.5 (24.6) 羽二重 斉蒋 三郎 M 2Z 8 M 31年
I l手間態台ヱ門欣却 M 2Z 2 I 橋本店作位三郎 M 2 6. 7 M 41年
I 細川！ 字作 M28.12 M 31年 I 高田 正章 M 2 8. 3 
fl 伊井伝四郎 M28.12 M 31年 I 青木徳一郎 M 2 9. 3 T 1年
fl 細川 太古 M28.12 M 30年 I 土杷直次郎 M 2 6. 4 T 8年
I 早川宗次郎 M27. 3 M 30年 fl 橋本 弘一 M 3 9. 5 T 7年
I 沢井 みつ M 3 7. 3 M 38年
I 細川 重治 M 4 0. 4 M 43年
I 細川庄太郎 M 4 0. 9 
（『県統計書』 M26-T9エり作成）










（あるいは 6社） vi.':減少し、現在では、わずかに 2社を残すのみとなっているのである。








斗二 次｜ 男 女 男 女 計 原動機一M2 9一年1一4人 53人 57人
3 0 4 53 57 
3 1 8 1 1 0 1 1 8 
ト1 0 4 1 1 2 3 3 戸「工官 4 98 104 3 4 オ以上
3 5 1 0 35 14／叫 i.~N：委~1 104 
3 6 6 89 職安1；才未費 1 5 1'13 
3 7 8 142 3 1 5 1 6 8 
、 E
3 8 5 1 2 5 2 22 .1 5 4 
一一
3 9 5 140 一 1 0 155 
4 0 5 122 一 3 '1 '30'' 
4 1 8 85 2 1 5 ・110 
4 2 7 28 一 手』35'r、
4 3 1 0 60 －ー I 1 5 85 石油発動機
一4 4 8 60 2 20 、90 電 ゴ］
T 1年｜ 8 57 25 9ρ I 
2 60 2 25 9.5 I 
3 1 0 9 0 1 OQ I 
4 職工？ 86 労働人夫 1 ？る ， 
5 1 2 1 0 8 一「 1 2 1 I 
1 1 6 13Q I 
1 3 1 1 8 1 3 1 I r「
8 2 52 1 一 55 ；へ 令、.， ff 
ー碍 ー 』一一
？ 1 2 1 35 1 1 4 9 .'I( 
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細川庄太郎 （音杉村）
年 次 労 女 男 女 計 原動機
M 4 1年 1 0人｜ 50ノ、 人 石油発動機
1 4オ来満
1 4オ以上4 2 1 0 I 80 90 
， 
4 3 1 0 品目 20 90 If 
4 4 1 0 75 1 5 1 0 0 電 j] 
T 1年 7 53 一 20 80 If 
2 ？ 62 20 92 ’F 
3 1 0 80 90 / 
4 職 工 労働人夫 9 1 f ？ B_ 1 」一 - 圃』 一一5 1 0 1 0 0 1 1 1 1 If 
一一一一
6 12 108 1 1 2 1 ’F 
7 1 8 1 2 2 一 一 1 40 If 
」ー
8 1 6 124 1 1 41 f 
？ 





年 次 男 女 男 女 計 原動機
職男工ー1、4オ拡土 1 4才未満 徒弟 14オ以上 人
M35年 女5 男一、女5 男一、女15 男2、女15 白 40
36 1 4オ弘と1 30 3 1 
3 7 1 38 1 4す芸討鑑ー 4 43 
3 8 2 45 一 47 
3 9 47 一 3 5 1 
4 0 35 3 39 
4 1 32 一 2 35 
4.2 1 32 一 33 
4 3 29 一 3 33 
4 4 1 8 2 21 水 車
T 1年 1 7 一 5 1 3 電 カ
2 1 ？ 一 5 1 5 " 3 1 1 2 1 3 ， 
4 1 1 4 1 5 , 
5 1 1 4 1 5 ， 
6 1 14 1 5 ’F 
・7 1 1 2 1 3 , 
8 ｝ 7 7 , 
？ 
土肥浅次郎 （上市町）
年 次 男 女 男 女 計 原動機
M35年 1 4オ以上4.2 5 47 
3 6 2 5 1 53 
3 7 1 85 14オオ梢ー 1 0 96 
3 8 7 1 五 75 
五守 1 7 1 72 
4 0 80 81 
4 1 1 45 46 電 力
4 2 3 42 45 ， 
・43 40 41 ， 
4 4 40 41 ， 
T t年 1 40 労働人夫ー 3 44 ， 
2 一 45 一 一 45 ， 
3 1 47 48 ， 
4 1 43 3 2 49 It 
5 1 43 2 一 4.6 ， 
ι 1 4 1 42 ， 
7 1 4 1 42 ， 
8 1 4 1 42 , 
？ 一 40 40 , 
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土肥直次郎 （宮JrI村〉
年 次 男｜女 男 女 計 原動機
1 4才以上 1 4オ未満
M34年 20人 4 24人
3 5 2 1 8 2 0 
3 6 1 8 3 2 1 
3 7 
3 8 2 6 26 
3 9 2 5 2 5 
4 0 22 22 
4 1 24 2 4 
4 2 2 0 3 23 
4. 3 22 2 24 
4 4 1 9 2 2 1 
？ 1年 一 1 6 3 1 9 
2 1 2 3. 1 5 電 力
3 1 1 1 1 2 If 
4 1 1 2 1 3 ， 
5 1 1 5 1 6 If 
6 1 1 6 1 7 ， 




司 』 聞ー －－ - - -a 山 吋 d
年 次 男 女 男 女 計 原動機
1 4才以上 1 4才未満
M34年 1 5人 一 5人 20人
3 5 1 1 9 20 
五ι 20 一 4 24 
3 7 
3 8 22 22 
3 9 一 24 24 
4 0 1 7 一 2 1 9 
4 1 2 1 2 1 
42 2 1 3 24 
4 3 1 8 5 23 
44 1 7 一 ι 23 水 一芳
T 1年 1 3 3 1 6 電 五
2 1 0 5 1 5 ， 
3 1 5 1 5 / 
4 一 1 5 1 5 If 
5 1 4 1 4 " 
6 1 5 1 5 If 
7 2 1 6 1 8 If 








細川機業創業のhきさつを知るについての貴重左記録は、 『越中史料』巻四の 50 8～ 5 0 9頁
陀掲げられている、明治 30年 5月 14日付で、細川庄左ヱ門宛K緑綬褒主きがあたえられた時の表
彰文である。その内容は次のとなりである。
「富山県越中国中新川郡音杉村

















ついては、 『富山県政史』第六巻（甲〉 （産業縞〉なよび『富山輸出絹織物検査所年報』昭和 3年
版には、次のようにでている。すなわち、 『県政.!i:'』第六巻（申〉の 45 9頁Kは、 「明治22年
礁渡郡井波町で輸出向絹織物製織に着手したのが最初である。とえて、同 24年上新川郡音杉村に










るが、 『県政史J （産業編〉では、はっきり明治24年とでているし、 『検査所年報』 Kは、引用














































また明治 3IJ年には第 15位であったoとのととから彼は明治 20～3 0年代の宮山県では、県下
有数の高額所得者であるととがわかるのであり、多額納税者名簿Kでている被の職業は商業と宏っ
ている。明治 21年7月創業の彼の絡事委物工場は、資本金 35 0 0円、職工数は 20人とででなb
当時としては、破波地方の代表的機業者であるととがわかる。 ζのった谷彦次郎にすといして、明治


































































































































































フランヌ、テリメ y T 4. s 
T 1 s 
ベンベルグ s 5 6 
s 2 2 3 
s 3 1 
ナイロン s 2 7 s 4 0 
テトロン S53 s 4 0 













平野長松 明治 31年 11月20日生 数へ年 68オ
F舟橋村誌』第二編の著者
喜田長三郎 明治 10年 5月 10日生 数へ8，ォ
最老令者の一人
五百石町
深見 栄 6 3オ 元五百石町郵便局長
現立山町中央公民館長
松島伸次 明治 33年 3月20日生 6 5オ
元五百石町役場吏員
村田盛正 明治 34年生 6 4オ
八百屋経営
小泉安太郎 明治 16年 12月9E3生 8 3オ
元新川銀行取締役、特業経営
菅原徳三 明治 28年 7月？巨生 7 1オ
7f:機業経営、現酒製造販売








明治 18年 6月 12臼生 8 1オ
（昭和41年 1月死亡）
明治 12年12月21日生 8 7オ
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東谷村
矛日 国 喜 明治 14年 1・ t月5日生 8 5オ
元村長、郡会議員
上市町
細川庄太郎 明治 27年8月28日生 7 1オ4
現細川i機業会長、神戸高商を
;J；穂町
尾嶋粂次郎 明治 20年 T月8日生 7 9オ
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『越中名土伝』 M2 5年 ；果、高岡図書舘
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